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ご、 あ いさ つ 

このた ぴ は ZOOM ㏄ 5(n アドバンストインストゥルメントエフェクトプロセッサー ( 以下 

" 弟 50" と 呼 び ます ) をお買い上げ い ただきまして、 あ りがとうございます。 

9050 はつぎのような 特長を備えたマルチエフェクタ 一です。 

● 55 種類の多彩な 単体 エ フェクトを内蔵 。 最大 8 系統のエフェクトを 組み合せ、 べ 
ーシックなディスト 一ションサウンドからシンセサイザー 的なサウンドエフェ 

クトまで、 幅広いサウンドメイキンバが 可能です。 

●より % ま化されたバリエーションの 広いアナロバ + デジタルのハイプリッドディス 

ト一ションを 内蔵 。 

Ⅰオートアジヤスト 可能な ZN 八 ズームノイズリダクション ) を 捨戒。 音質を劣化さ 

せることなく、 不要なノイズをカットします。 

●ステージ上でも 便利なギター 用オートチューナーを 内蔵 0 
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Ⅰ外部 エ フェクトの センド ノリターン端子により、 外部 エ フェクトも内蔵 エ フェ   

クト と 同じ感覚でコントロール 可能 0 

●オプションのフットコントローラー FC50 や川 皿 1 機器を使うことにより、 エ フェ 
クトパラメーターをダイナミックに 変化させるリアルタイムモジュレーション 

が可能 け 

9050 の機能をよく 理解し、 末永くご愛用いただくために、 このマニュアルをよくお 読み 

くださるようお 願いいたします。 
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安全上のご注意 
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電源について 

本製品は AC アダプター専用です。 必ず村居 の AC アダプタ 

ー (ADO ㏄ 2) をご使用ください ，これ以外の AC アダプタ一で 

ご使用になりますと、 故障や誤動作の 原因となり危険です。 

ACl ㏄ V と異なる電源電圧の 地域 ( たとえば国外 ) で本製品を 

ご使用になる 妨 合は 、 必ず ZOOM 製品取り扱い 店にご相談 

して適切な AC アダプターをご 使用ください。 
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●温度が極端に 高くなるところや 低くなるところ 

●湿度が極端に 高いところ 

● 砂 やほこりの多いところ 

● 接 丑の多いところ 

取り扱いについて 

本製品は精密 枝諾 ですので、 スイッチやっまみ 類には 仰理 な 

力を加えないようにしてください。 必要以上に力を 加えたり、 

落としたりぶっけたりの 街珪は故障の 原因となります。 

改造について 

ケースを開けたり、 改造を加えることは、 故障や感電の 原 

因となりますので 絶対におやめください。 

改造が原因で 故障が発生しても 当社では 寅任 を負 い 兼ねま 

すのでご了承ください。 

接続ケーブルと 人出力ジャックについて 

ケープルを接続する 捺は、 各機器の電源スイッチを 必ずオ 

フにしてから 行なってください。 本製品を移動するときは、 

必ずすべての 接続ケープル と AC アダプターを 抜いてから 行 

なってください。 

  バッテリ一の 注意 
注 意 ! 

本製品では、 エフェクトプロバラムを 記 伍するメ 

モりⅡ C を電池に よ りバックアップしています。 

この電池の寿命は 約 5 年です。 寿命がくるとメモ 

リ一内容が消えてしまいますので、 5 年を目安に 

名地文杖を依頼してください。 不適切な電池を 使 

用した場合、 電池が破裂する 危険があ りますので、 

電池の交換は 必ず株式会社ズームのサービスまた 

はお買い上げの 販売店に依頼してください。 

使用上のこ，注意 
他の電気機器への 形Ⅰについて 

本製品はデジタル 回路を多く使用しているため、 近くのテ 

レビやラジオに 雑音が生じることがあ ります。 この場合は 

十分に距離をおいて 設置してください。 また本製品の 近く 

" に 蛍光灯やモータ 一内蔵 の構 器 があ ると、 正常に動作しな 

いことがあ りますので 注 点してください。 

お手入れについて 

パネルが汚れたときは、 柔らかい右で 乾拭きしてください。 

それでも汚れが 落ちない場合は 、 湿らせた布をよくしぼっ 

て拭いてください。 

クレンザⅠ ワックス、 およびアルコール、 ベンジン、 シ 

ンナ一などの 溶剤は絶対に 使用しないでください。 

故樟は ついて 

故障したり異常が 発生した場合は、 すぐに電源を 切って 接 

続 ケープル類をはずしてください り 

「製品の型 名 」、 「製造番号」、 「故障、 異常の具体的な 
症状」、 「お客 枝 のお名前、 ご住所、 お電話番号」をお 買 
い上げの販売店またはズームサービスまでご 連絡ください。 

保証書の手続きとサービスについて 

本製品の保証期間は、 お買い上げいただいた 日から 1 年間で 

す。 ご購入された 販売店で必ず 保証書の手続きをとってく 

ださい。 

万一保証期間内に、 製造上の不備による 故障が生じた 場合 

は、 無償で修理致しますのでお 買い上げの販売店に 保証言 

を 提示して修理をご 依頼ください。 ただし、 つぎの場合の 

修理は有償となります。 

1. 保証きのこ提示がなり 埠合 。 

2. 保証書にお買い 上げの年月日、 販売店名の記入がない 場合。 

3. お客様の取り 扱い方法が ; 不適当のために 生じた故障の 場合。 

4. 当社の指定案 者 以外の手により 修理、 改造された部分の 

処理が不適当であ った場合。 

5. 故障の原因が 本製品以覚の、 他の機器にあ る % 台。 

6. お買い上げ後に 製品を落としたり、 ぶつけるなど、 過度 

の街 葉 による故障の 場合。 

7. 火災、 公害、 ガス、 貝書、 異常 屯圧 、 および末利地衣、 

落雷、 津波など ) によって生じた 故障の埋 合 。 

8. 消耗部 刊 電池など ) を文枝する場合。 

9. 日本国外でご 使用になる場合。 

保証期間が切れますと 修理は有 佗 となりますが、 弓 l き穏 売 

き貢 任を持って製品の 修理を行ないます 俺 
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この圭ではマニュアルで 使用する 9050 の用語、 パネル上の各部の 名称や機能、 さらに演奏を 始める双に必要なセット ア 
ップ について説明しています。 

マニュアルで 使用する用語について 
エフエクト モ ジユール 

9050 は下記のような エ フェクトのプロックで 構成されてい 

ます。 これらの各プロックを「エフェクトモジュール」と 

呼 び ます。 9050 のエフェクトモジュールには、 つぎのよう 

な種類があ ります。 

● COMP( コンプレッサ 一系 ) 

● 川 ST( ディスト一ション 系 + 外部 エ フェクト ) 

● 乃 JR レイズリダクション ) 
● EQ( イ コライサ一系 ) 
● AMP( アンプ、 ンミュレータ 一系 ) 

● EFFl ( その他のエフェクトⅡ 

● EFF2( その他のエフェクト 2) 
● SFX( スペシャルエフェクト ) 

● REV( リバープ & エコ一系 ) 

エフエクトタイプ 

それぞれのエフエクトモジュールには、 エフエクトのバリ 

エーションが 何種類かずつ 含まれています。 これを「エフ 

ェクトタ イ ． プ 」と呼びます。 エフェクトタイプの 種類につ 

いては 11 ぺージなご 参招 ください。 それぞれのエフェクト 

モ ジユールではエフェクトタイプを 1 つ選択することができ 

ます。 

パラメーター 

エフェクトのサウンドを 決定する要素を「パラメーター」 

と呼 び ます。 9050 ではエフェクトモジュールごとにパラメ 
一ク 一の値を設定してバッチを 作ります。 

ぺ一 ン・ 、 ， 

ディスプレイの 1 画面のことを「ベージ」と 呼 び ます。 パラ 

メーターが 1 画面に表示しきれない 場合は、 複数のぺ ー ジ に 

分けて設定することもあ ります。 

モード 

9050 の働きを大別すると、 3 つの方式に分けることができま 

す 。 この方式を「モード」 と 呼 び ます。 9050 のモードには 

つ ぎの種類があ ります。 

●プレ イ モード 

パッチを選んで 演奏するモードです。 9050 の電源を入れた 

ときには、 自動的にこのモードになっています。 

●エディットモード 

個々のパッチのパラメーターをエディッ ト するモードです。 

●ユーティリティーモード 

バッチに名双をつけたり、 アウトプットモードなど 各種の 

設定を行なうモードです。 

パ ソチ / バ，ノク 

㏄ 6W では % 高 8 種類のエフェクトモジュールを 同 p きに使用す 

ることができます。 各エフェクトモジュールのセッティン 

グを組み合わせ、 名前をつけたものを「パッチ」と 呼 びま 

す 。 9050 ではバンク A ノバンク B に 99 種類ずっ ( バッチナン 

バー 1 ～ 99) 、 合計 198 種類までのパッチを 保存できます。 

  パッチ     
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操作するのに 必要な情報が 表示されます。       

フロントバネル 

①インプットゲインボリューム 

入力する楽器昔のレベルを 調節するボリュームです。 フロ 

ント パネルの Hi-ZWPUT 端子、 リアパネルの INPUT 端子の 

両方に対して 働きます。 

②インプットインジケーター 

人力された楽器昔のレベルを 表示するインジケータ 一です。 

人力信号を検出すると 下の LED が緑色に点灯し、 レベルが 

大きくなるに 従って黄色 ( アンバ づ に変わってきます。 ま 
た、 歪みを発生するような 高いレベルの 信号が人力された 

現 合は 、 上の LED が赤く点灯します。 

③ Hi-Z@NPUT( ハイインビーダンスインプット ) 端子 
ギター ゃ べ ー スなどの楽器を 接続する端子です。 リ ア パネ 

ルの INPUT 端子と同時には 使用できません。 両方に接続し 

た塊 合は、 Hi-Z Ⅲ PUT 端子が優先されます。 

④ PHONES( ヘッドフオン ) 端子 
ステレオヘッドフォンを 接続する端子です。 

⑤ヘッドフオンボリューム 

ヘッドフォンでモニターするレベルを 調節します， 

⑥ PATCHNO Ⅱ パ ソチナンバ づ インジケーター 

選択されているバッチのパッチナンバⅠ 1 ～ 99) を表示する 

インジケータ 一です。 またユディッ トした バッチを保存す 

るときには、 保存 先の パッチナンバーが 表示されます。 

の PATCH( バッチ F キ二 PATCH ム (COMPARE: コン 
ペア ) キ一 

●プレ イ モードのときは‥ ， ・パッチを選択するのに 使用し 

ます。 PATCH ムキ ーを Ⅰ 回 押すとパッチナンバーがⅠ つ 増 

え、 PATCH マ キ一で 1 つ成ります。 

● ヱ ディットモードのときは ，‥・ PATCH ムキ ー を押すこと 

により、 ェ ディッ ト 中のパッチと 元の パソ チを聞き比べ 

できます。 

⑨エフェクトインジケーター 

それぞれのエフエクトモジュールの 状態を表す イ ンジケー 

タ一です。 
●プレ イ モードのときは‥・ ，オンの状態にあ るエフェクト 

モジュールが 赤く点灯します。 オフのモジュールは 緑色 

で点 ぴ 了します。 

●エディットモードのときは         現在エデイットしている 

モジュールが ， 占 減します。 
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⑩ STORE/EXCUTE( ストア / エクスキユート ) キ ー 

●プレイモード、 エディットモードのときは‥‥ストアメ 

ニューが開きます。 
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⑪ 三 x 印 /ZNRaUto( エヴ ジット ノ ZNR オート ) キ ー 

●プレ イ モードのときは‥‥ コ Ⅰ R のオートアジャスト 機能 
を呼び出すのに 使用します。 
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⑫ UTl 」 @TY/PAGE( ユ ー テイリテイー / ペ 一河キ ー 

●プレイモードのときは‥‥ユーティリティーモードに 入 

ります。 
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⑬ PRG-CHG  L 三 ARN  (DEC 一 : デクリメント ) キーノ 

    

リアパネル 
MlDlMoN Ⅳ OR(@C+: インクリメント ) キ ー 

●プレ イ モードのときは‥‥プロバラムチェンジラーンや 

トⅡ DI モニタ一などのボップアップメニューを 呼び出しま 

す ( ポップアップメニュ 一については 20 ぺージなご覧くだ 

さい )0 

●ユディソトモードのときは         おもにエフェクトタイプ 

の選択に使用します。 

●ユーティリティーモードのときは         データ人力キ ーと 

して使用します。 

⑭ @YPASS( バイパス ) キ ー 

●プレ イ モードのときは‥。 オートチューナ 一機能を呼び 

出すのに使用します。 このとき、 全エフェクトモジュー 

ルがバイパスト 時 的にオフ ) となります。 さらに押し続け 

ると、 すべての出力 ( ダイレクト 昔 キエフェクト 昔 ) がミュ 

ートされます り 

●エディットモードのときは         エフェクトモジュールを 

個別にオン / オフさせます。 
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● エ デイットモードのときは         エディッ ト するエフェク 

ト モジュールを 選択します。 
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⑯ デ二 クエントリーボリューム 1 ～ 4 

パラメータ一の 値を変更するためのボリュームです。 同時 

に 4 種類までのパラメーターをコンバクトエフェクタ 一の感 

覚で設定できます。 

⑰ 憶源 スイツ チ 
㏄ 50 の電源をオン / オフするスイッチです。 

① AC アダプタ一端子 

付属の AC アダプター AD0002 を接続する端子です。 使用中 

プラバが抜けないように、 コードを左のフックに 絡めてく 

ださい。 

    

② REMOTE@N( リモートイン ) 端子 
オプションのフットコントローラー FC50 や 8050 など、 

ZOOM リモートアウト 端子を持つコントローラーを 接続す 

る端子です。 

③ "' 。 ' 。 '" 。 ' 端 " 
シンセサイザーやコンピュータ 一の MIDI インターフェース 

などの MIDI 機器と接続するための 端子です。 シンセサイザ 

ーから 9050 をリモートコントロールしたり、 9050 のデータ 

をコンビュータ 一に保存するときに 使用します。 

の OUTPUT( アウトプ ソト 洋子 
アンプ や ミキサ一などの 再生装置に接続するステレオのア 

ウトプット端子です。 アウトプットモード (16 ぺージなご 克 

ください ) の設定により、 出力のしかたが 変わります。 

⑤ EXTERNALSEND/R 三 TURN 

( 外部セン ド ノリターン 梯 子 
外部の エ フェクターを 接続する端子です。 この端子に接抗 

した外部 エ フェクタ一に 送られる信号の 見やエフェクトの 

オン / オフも、 905(M 側でプロバラムすることができます。 

⑨ NPUT( インプット梯子 
シン サセサィザ 一やリズムマシンなど、 出力 イ ンビーダン 

スの世故的伝 い 楽器を接続する 端子です。 フロントパネル 

の Hi-ZINPUT 端子と同時に 使 う ことはできません。 両方に 

接続した場合はフロントバネルの 端子が優先されます。 

  
① ② 
  
③   

「。 。 " 。 "" 「 r@ 丘 XT N 古 Ⅰ「 l ト *'tJT 

    RETURN SEND 

  

④ ⑤ ⑥ 
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演奏を始める 前に 

ここでは 9050 を楽器やアンプに 接続する方法や、 905(M を最 

良の状態で使用するためのセッティンバ 方法を説明します。 

すぐに音を出してみたいという 方も、 ここだけはお 読みく 

ださい。 

つぎに 9050 のアウトプットをアンプ や ミキサ一などの 再生 

システムに接続してください。 モノラルで再生するときに 
は L/R どちらか一方の 端子を、 ステレオで再生するときに 

は 両方の端子を 再生システムに っな ぎます。 

3. 各機器の電源をつぎの 項 番で入れます。 

接航 
l. AC アダプターを 差し込みます。 

㏄ 50 に AC アダプターをつなぎ、 コンセントに 差し込んでく 

ださい。 このとき、 まだ電源スイソチは 入れないでおいて 

ください。 

2, 9050 に楽器とアンⅠ再生、 ンステム ) を接待します。 

楽器の出力を 9050 のインプットに 接続してください。 ギタ 

ー や べ ー スはフロントバネルのⅢ -Z Ⅲ PUT 端子に、 キーボ 

ードやリズムマシンなど 出力インピーダンスの 比較的低 い 

楽器はリアパネルの INPUT 端子に接続します。 また、 アク 

ティ プ ピックアップやプリアンプを 内蔵 したギター や べ ー 

スは、 リアパネルの D 荘 UT 端子にも接続できます。 

接続 例 ] ～ 3 

ギター、 べ ー スとの 接掩 

Ⅱ n Ⅱ " 。 "m"'"  。 田 """ 
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PA 、 レコイイングシステムとの 托   
9050 Mixer 

1) 9050 にキーボードや 音源モジュールを 接続している 持合 

は、 その楽器 
2) 9 ㏄ 0 

  3) 再生システム 

この順番で電源を 入れるのは、 スピーカ一の 破損を防ぐため 

です。 また電源を切るときは 逆の頑番で行なってください。 

9050 のセットアップ 

接続がすんだら、 楽器のレベルや 再生システムに 合わせて 

9050 の設定を行ないます。 面何でも一度設定さえすませて 

おけば、 つ ぎからは電源をオンするだけで 仮 良の状態で演 

奏することができます。 

    楽器を演奏しながらインプットゲインボリュームを 俺節 し 

ますり 

まずはレベルの 設定から始めます。 楽器 傭の ポリュー ムを 

通常演奏するときの 状態に合わせ、 楽器を仮大の 音大で演 

奏したときに、 卯 50 の赤い LED がたまに点灯するぐらいに 

卯 50 のインプソ ト ゲインボリュ 二ム を 調節してください。 

2. U ⅡⅡ TY/PAGE キ ー を押します。 

つぎに再生システムの 特性や再生方法に 合わせて㏄ 50 を設 

定しましょう o UTTIL Ⅱ Y/PAGE キ ー を押すと、 9050 がユー 

ティリティーモードになります。 ディスプレイがつぎの ょ 

うな表示になります。 

cCrB 
ヂィ スプレイの上の 行が下の国と 兵なる 粁 合は 、 U Ⅲ UW 
/PAGE キ ー を何回か押してください。 ただしディスプレ 
イ の下の行に表示される 内容は、 そのときの社主によって 
異なります。 

                  @- @  Ⅱ @  @T  "  P Ⅱ -" @ ヒニ 

かし i Ⅱ 三  
 

 
  
 
亡
 Ⅰ
 

「
 ヒ
由
ヰ
 Ⅱ
 

 
 Ⅰ

・
 

Ⅰ
Ⅱ
 

@
 
1
 

1
 
 一
 -
1
 

一
 

ス
ル
 

 
 

 
 
で
こ
 
面
 

画
び
 

6
 坪
 

す
と
 

定
 
か
 

設
ソ
 

を
一
 

法
力
 

方
は
 

 
 
や
の
 

性
，
 

特
戸
 

 
 
 
 
は
イ
 

れ
レ
 

こ
プ
 イ

ン
キ
ー
 

ノ
 
ま
ず
で
す
。
 

く
 

E
D
I
T
 

勒
 
す
る
 

壬
 

に
移
 

し
に
 

試
右
 

 
 
で
 か
 

能
ソ
 

可
一
 

定
 

青
史
 

'
 
:
 ；
 
い
 
0
 

力
さ
 

目
だ
 

頂
 く
 

め
 て
 

 
 
位
て
 

る
し
 

あ
押
 

め
る
 
3. DEC 一ハ NC 十キ 一で設定を変更します。 

カーソルが左側にあ る状態で、 DEC 一 /D 忙 + キ ー を交互 

に押してみてください。 ディスプレイ 左側に "LINE" と 
"AMP" が交互に表示されます。 

第 Ⅰ亜はじめにⅠ 



  
9050 ， ，は 、 人力信号がないときのノイズを 軽減させる ZNR 

      ( ズームノイズリダクション ) が内蔵 されています。 ZNR 

  卸 '  @  " 一 。 @  i@- .@  '1'@ ● ㍗ """     
  

P 沖 CH 十く 五 Ⅱ ア t0l 

LE 百圧 Ⅰ 烙 ' 丁 。 億 

鋪縮 
  i-@1  l 二 @u-lTPl@-@T  ㌃ l Ⅰ @DlD@ 巨 

  

  
ト白 NF   

は エフェクトモジュールの 一種としてエディットモードで 

細かく設定できるはか、 現在の楽器のセッティンバに 合わ 

せて自動調節することができます。 プレイモードから E ⅩⅡ 

キ ー を押すと、 ZNR のオートアジヤスト 機能が呼び出され、 

，デイスプレイにつぎのメッセージが 交互に表示されます。 

三 ; 択 卍 -,To:i 白 Dj Ⅲ -% 丁 

Ⅱ         -- @ 」） 一 - 一 卜                   マ ，ビ， - ド一 @l 一 ・ - ピ，，   

現在カーソルのあ る左側のパラメーターは、 再生システム 

に合わせて 9050 の特性を切り 替える機能です。 9050 はハイ 

ファイなオーディオシステムで 再生したときも、 ギターア 

シフ から再生したときも 同じ音質で演奏できるように 設計 

されています。 

オーディオなどハイファイなシステムで 再生する 境合や 、 

直接レコーダ 一に録音する 萌 合は "L Ⅲ E" 、 ギターアンプ 

で 再生する 牡 合は。 AMIP" を 選択してください。 

4. ED 斤 ノキ ー を押して、 カーソルを右に 移動しますの 

DlT 三 

                                      白 !-:TO:; 目むⅠ リ 三丁 

                                                        巨 ， 三 i           l-i 丁日 は臼， -t 

8. 楽器の演奏を 止め、 三 XECU 了三キ ー を押してください。 現 

在の楽器の状態に 合わせて ZNR の自動調整を 開始します。   

  
三目曳白 !-iTi;i 目口よ り 三丁 

丁 円円 ==j;j,:  FL 」 i=  ぜ     ・ ::;; 

㏄ x の机には、 現在の設定に 応じた値が入ります ) 

  ㌻ 珪 Ⅰ f@l1.. Ⅰ 1@1 

 
 

自動調整が終ると、 ディスプレイに つ ぎのように表示され、 

自動的にプレイモードにもどります。 これで準備完了です。 
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ワ ㌃Ⅰ 1.: l ".     自 ， -, 丁 i:' 目むⅢ コ 三丁 

こ i, 。 「，・ lP づ 丑も ボ ， ! ! 

c3S オートアジャストに 失敗すると・ "ln ㏄ mple め " と ディス プレイに表示されます。 この 坤 合は、 7 、 8 の操作を億 り近 
してください。 また、 条件によってはオートアジャストが 
できない町会もあ ります。 

日 : 日 F 円 T  IT! ! ; 

白 Ⅱ P,, 三丁 し @,; し "" ・‥ - 斗 

6, 再生システムのレベルをお 前します。 

楽器を演奏しながら 再生システムを 最適なポリュー ム に合 

わせてください。 

この設定は、 パッチのセッティンバや 接続されている 楽器 

によっても異なります。 

7. E 別丁キ ー を押します。 

8  票 ] 亜はじめに 



この車では、 プレイモードの 機能について 詳しく説明します。 

プレ イ �E-  K の機首 毛 
プレイモードは、 パッチを選んで 演奏する 9050 の基本とな 

る モードです。 プレイモードでは、 つぎの操作が 行なえます。   

●バッチの選択 

●全エフェクトのバイパス 

●マニュアルによるマスターレベルの 変更 

●オートチューナ 一機能 

● ZN 日の自動設定 

プレ イ モードにするには 

9050 が他のモードにあ るときは EXIT キ ー を何回か押せばプ 

レイモードになります。 また 9050 の電源を切ってからもう 

一度入れなおせば 自動的にプレイモードになります。 

プレイモードのディスプレイ 

プレ イ モードでは、 パネル上にっきの 情報が表示されます。 

● PATCHNO. インジケーター 

選んで い るバッチナンバⅠ 1 ～ 99) が表示されます。 

●ディスプレイ 

つぎの情報が 表示されます。 

①バンク 

②バッチ ネ一   

③アウトプットモード 

①マスターレベル 

●エフェクト．イン・ジケーター 

選んでいるパッチ 内でオンになっているエフエクトモジュ 

ールが 、 赤く点灯します。 またパッチ内でオフになってい 

るモジュールは 緑で点灯します。 

パッチの選択 

バッチの選択には、 PATCH ワ / ムキ ー を使用します。 

PATCH ムキ ー を押すと 1 つ上のパッチナンバーが、 PATCH 

マ キ一で 1 つ下のパッチナンバーが 選ばれます。 現在バンク 

A のパッチナンバー 99 を選んでいるときに PATCH ムキ ー を 

押せばバンク B のパッチナンバー 1 が 、 パンク B のパッチ ナ 

ンバーⅠのときに PATCH ワ キ ー を押せばバンク A のパッチ ナ 

ンバー 99 が選ばれます。 

プレイモードの パネ、 ル 表示 

パッチナンバー バンク バッチネーム 
オンのエフェクト 
モジュール ( 赤 ) 

鰯や ⑥ ⑥ 
人ロ V 吉村 0ED  lNS7 Ⅰ U り旺 W 
三戸 FEC 丁もⅠ oCES5D 且 臼 
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アウトプットモード マスターレベル オフのエフェクト 
モ ・ジュール ( 笘 ) 
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オートチューナー 機能 ( バイパスノミュート ) 

9050 にはクロマチックのオートチューナー 技能が搭 域 され 
ています。 ギター や べ ー スのチューニンバに 便利です。 

「・プレイモードから BYPASS キ ー を押し、 すぐに離してく 

ださい。 

ディスプレイがつぎのように 変わります。 

E¥.,wF,R 三三 i::RLi ミ Ep44 日日三 

ヒ [     
。 ・ 甘 一   

これでオートチューナー 機能が利用できる よ うになります。 

このとき、 すべてのエフエクトがバイパス ( 一時的にオフ ) 

の状態となり、 ダイレクト昔のみが 出力されます。 

ccrIB  BYPASS 状態となり・エフェクト 帝もダイレウト キ ー を押し 昔も出力されなくなります。 仮 けるとミュート ステージ 
上で チューニンバするときには、 この方法を使 う のがいい 
でしよう。 

  

マスターレベルの 変更 

プレイモードでは、 データエントリーポリューム 1 を使って、 

パッチのマスターレベル ( ダイレクト 昔 + エフエクト昔の マ 

スターボリューム ) を変更することができます。 

データエントリーボリューム 1 を回すとディスプレイ 上のマ 

スターレベルの 値が変化し、 全体のボリュームが 変化しま 

す ( ディスプレイに、 パッチがエディッ ト 状態であ ることを 

表す " ぎが表示されます ) 。 

E:BE 円 T  IT! i l 
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卿 マスターレベルは、 パッチのパラメータ 一の一部として パ   ンチ ごとに保存できます。 保存方法は 15 ぺ ー ジを ご * 無 く 
ださい。 

  円     
3. ディスプレイセ 見ながらピッチを 祝節してください。 

( ) マークが音名の 両側に表示されれば、 正確にチューニン 

グできたことになります。 

  ; 目           下 Ⅰ Ⅰ 丑 

4. 基準の音程を 変えたいときは、 DEC 一ヵ NCH 十 キ ー を押し 

ます せ 

基準の音程は A= 目 OHz ～ 材 3Hz の間で設定できます。 

日 " 目角き 三 ::. 白しヱ日 ト 44 三円 ヱ 
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"@     一   

この車では 9050 のバッチをプロヴラムするエディットモードについて 説明します。 

パッチの構成 エフェクトモジュールとエフェクトタイプ 

最初に 9050 のパッチにはどんなエフェクトモジュールやエ 

フエクトタイプがあ り、 どのように信号を 処理しているの 

かを説明しておきましょう。 バッチがどのような 構造にな 

っているのかを 知っておくと、 プロバラミンバが 理解しや 

すくなります。 
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エフェクトモジュールの 構成 
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● COMP( コンプレッサ 一系 ) 

● DlST( ディスト一ション 系 + 外部エフェクト )   

● ZNR( ノイズリダクション ) 
● 三 QM イ コライザ一系 ) 

● AMP( アンプシミュレータ 一系 ) 

●モト Fl ( その他のエフェクトⅡ 

● EFF2( その他のエフェクト 2) 

● 5 Ⅸ ( スペシャルエフェクト ) 

● R 圧 V( リ パーブ & エコー % き ) 

エフェクト モ ・ジュールのセッティンバにマスターレベル 
( プレイモードで 設定します ) とパッチネーハユ ー ティ リテ 

廻コ ィ一モードで 設定します )f 加えたものがパンチとして / 
モリ一に保存されます。 

このモジュールの 中で、 釘 Ⅸと EFFFl/2 は同時に使用するこ 
とはできません。 たとえば SFX モジュールを 選ぶと、 自動 
的に即下 1/2 がオフとなり、 逆に EFFl/2 のどちらか一方を 
選ぶと、 SFX がオフとなります。 

エフエクトタイプ   

つぎの表は エ フ ヱクト モジュールごとに 用意されている ェ 

フヱク トタイプを表したものです。 * 印のエフェクトは ス 

テレオエフェクトです。 
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ルーティンバについて の SFX ルーティンバ 

ここで言うルーティンバとは、 それぞれの エ フ ヱクトモジ 
ュール問で信号がどういう 経路で ( 直列か並列か、 ステレオ 

か モノラル か ) 処理されるかということです。 9050 では、 条 

件によってつぎの 4 種類のルーティンバを 自動的に切り 替え 

ます。 パッチをプロバラムするときの 参考にしてください。 

① @ シリーズ ] ルーテインバ 

エフエクトモジュール REV の出力のみがステレオになりま 

す 。 以下の条件が 揃ったときに、 このルーティンバが 選ば 

れます。 

●エフェクトモジュール SFX が選択されていない 

●エフェクトモジュール AMP をオフ、 またはモノラルに 設定 
● 旺 FF2 でモノラルのエフェクトタイプを 選択 

エフェクトモジュール SFX がオンのときにこの ル ニティン 

グ が選ばれます。 

COMP ・ AMP SFX REV 

    

SFX ルーティン グ 

エディットモード 

COMP ， AMP EFF1 EFF2 REV 

・ンリーズ ] ルーティン ク 

②シリーズ 2 ルーテインバ 

エフェクトモジュール EFF2 と REV の出力がステレオになり 

ます。 以下の条件が 揃ったときに、 このルーティンバが 選 

ばれます。 

●エフェクトモジュール SFX が選択されていない 

●エフェク・トモジュール AMP をオフ、 またはモノラルに 設定 
● EFF2 でステレオのエフェクトタイプを 選択 
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・ンリーズ 2 ルーティン グ 

③パラレルルーテインバ 

エ フエクトモジュール AMP からの出力が EWl と 2 にパラレ 

ルで送られるルーティンバです。 以下の条件が 揃ったとき 

に、 このルーティンバが 選ばれます。 

●エフェクトモジュール SFX が選択されていない 

●エフェクトモジュール AMP がオンでステレオに 設定 
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エディットモードとは 

エディットモードは、 9050 のパッチを構成するエフェクト 

モジュールをⅠつずつ 呼び出し、 パラメータ一のセッティン 

グを行なうモードです。 

エディットモードにするには 

プレイモードから EDIT く / ノキ ー を押します。 

EDIT く キ ー を押すとエフェクトモジュール REV( リバープ 

系 ) の、 EDIT ノキ ー を押すとエフェクトモジュール COMP 

( コンプレッサ 一系 ) のエディッ ト 画面になります。 

エフェクトモジュールの 選択 

エディッ ト するエフェクトモジュールを 選択するには、 エ 

ディットモードに 入ったあ と、 続けて同じ方向の EDIT く / 

ノキ ー を押します。 ( エフェクトインジケータ 一で現在エデ 

イットの 3% 努 もとなっているエフ エ クト モジュールが ，点滅し 

ます )0 

卿 三 D 汀く / ノキ一でエフェクトモジュールを 選択すると きは、 つぎの図のようにプレイモードをはさんで 缶モジ 
ュ 一ルを街卑して 呼び出ていくと 考えるとわかりやすい 
でしょう。 

エ デイットモードのデイスプレイ 

ェ ディットモードでは、 1 ぺ ー ジに 4 つ までのパラメーター 

とその値が表示されます。 たとえば下の 図は エ フェクトモ 

ジュール REV のディスプレイです。 

エフェクトモジュールの 並び 碩 

  口                                                                                                                                                                                   EDl 口 ， 、 
" 一               OlST  ZN 且 EO  古 ⅡⅠ 丘 FF@ 色Ⅰ F2 %  HW  ' 

  
    

プレ イ モード 
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エフェクトタイプパラメーター ]  パラメーター 2 

三良三 宮田姉二 1 白色 P,Djl=  4 了 

三円り ==+1 ロ 目玉， :  巳 5 

㍗ ア一 E" " 一 Rr,I ヨ =1 日田 P,Djl=  4 了 

三 Hu...l     =+ 二口 門 1, 二目 巨 
｜ 

鋪
癬
 

パラメーター 3  パラメーター 4 

●エフェクトタイプ 

エフェクトモジュール 内に用意されている エ フェクトタイ 

プを選 ぶパラメータ 一です。 

●パラメーターⅠ～ 4 

現在選んでいるエフェクトタイプに 固有のパラメータ 一です。 

目 TDj  下用 = ミ ロ 日 iNT 二 目 

日下Ⅱヱデ ー ド ニ L ロ = 一 t 口 

卿 プレイモードにもどってパッチを 切り甘えない 恨り、 エ フェクトタイプを 変更したあ とで元にもどすと、 缶 パラ 
メーターは 恩 後に設定した 伍のままで呼び 出されます。 
2 ベージ 目 以降でエフェクトタイプを 変更すると、 自瑚 
的に新しいエフェクトタイプの 仮初のベージが 表示され 
ます。 

パラメータ一の 値の変更 

パラメーター 1 ～ 4 の値を変更するには、 データエントリーボ 

リューム 1 ～ 4 を使用します 0 データエントリーボ リ _L 一々Ⅰ 

がパラメーター 1 、 データエントリーボリューム 2 がパラメー 

タ イ 、 以下同様に対応、 しています。 値を変更するとディス 
プレイの左下に " ぼが表示されます。 " 目 " マークはこの 

バッチ内のパラメーターが 変更されたことを 表わします " 

ぺ ー ジの選択 

それぞれのエフェクトモジュールは 、 2 ～ 3 ぺ ー ジのパラメ 

ータ一で構成されています。 ぺ ー ジの切り替えには 

UTILITY/PAGE キ ー を使用します o EDIT く / ノキ一でエ 
フェクトモジュールを 選んでいるときは、 各モジュールの 

最初のベージのみを 見ているわけです。 モジュールを 選ん 
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でから UTILITY/PAGE キ ー を押すと、 そのモジュールのつ 

ぎのぺ ー ジがディスプレイに 表示されます。 

三田ニ 目 田姉 =1 日田 P.Djl 二年 ま 

巨 i 甲 ・．・ ， =+ 上臼 月 Ⅰ，二五目 

 
 

ソ に .""""'"""""  @ ": Ⅰ つ 1"-I 口 三三 = 宮門三・ l:. 丁し :  1 

目 =4. 土田虫、 ロリ しⅠ五目 目 

ここでも最初のベージ と 同じように、 各パラメータ 一の 位 

を 変更します。 UnTmITY/PAGE キ ーを 1 ～ 2 回押せば正切 の 

ぺ ー ジにもどります。 

  
凸 。 " した " 目 。 パラメーターをすべてエディント のマークが消えます。 前の値にもどす 

エフ エク トタイプの変更には、 DEC 一 /INC 十 キ ー を使い 

ます。 エフエクトタイプを 変更すると、 バラメーター 1 ～ 4 

の内容も変化します。 たとえばエフェクトモジュール REV 

でエフェクトタイプを ER20 アーリーリフレクション 2) から 

MT Ⅸマルチタップディレイ ) に変更すると、 つぎのように 
マルチタップディレイ 固有のパラメータ 一に変わります。 
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エフェクトモジュールのオフ 

  
● C0l ～ C31 ‥‥コントロールチェンジ No Ⅱ～ 31 ( ただし コ 

エディットモードで BYPASS キ ー を押すと、 そのエフェク 

  トモジュールをオフにすることができます。 このとき、 デ 

ィ スプレイはつぎのように 変化し、 パラメー タ 一の変更は 

できなくなります。 またエフェクトインジケータ 一ではオ 

フにしたモジュールが 緑で点滅します。 

  三月三 円 0 コ色 U-!L 三 o:iFF 

もう一度 BYPASS キ ー を押すと、 オフが解除されます。 

曲 エフェクトモジュール SFX と EFFl 、 2 は同時には使用で きません。 このため SFX をオンにすると 自助的に EF 円 、 
2 がオフになり、 EFF] 、 2 のいずれかをオンにすると SFX 
が オフになります。 

リアルタイムモジュレーションについて 

ほとんどのエフエクトタイプでは、 最終ぺ ー ジにリアルタ 

イムモジュレーションの 設定を行なうパラメーターが 集め 

られています。 

リアルタイムモジュレーションとは、 外部のコントローラ 

ー (FC50 や シンセサイザ 一など ) を使ってエフェクトのパラ 

メーターを演奏中にマニュアルで 変化させる機能です。 た 
とえば FC50 に接続したエクスプレッションペダルでエフェ 

クト昔の且を 謂節したり、 シンセサイザーを 演奏する強弱 

にぬ 、 じて ディスト一ションのかかり 具合を変化させること 

が可能です。 

つぎの図は仮 終べ一ジの ディスプレイ 例です。 ①～③がリ 

アルタイムモジュレーションのパラメータ 一で、 全エフェ 

クトタイプに 共通です。 

ントロールチェンジ N0.6 と№． 7 は除きます ) 
● NT# ‥‥ノートナンバー 

● NTv. ‥・ベロシティ 

● A 卸 ‥・アフタータッチ ( チャン ネ、 ルプレッシヤ 一 ) 

● Bnd, ‥・ベンダー 

    

卿 エ に 挙げたソースは、 すべてシンセサイサなど MlDl ヌオ 応授 器から出力される MlD@ メッセージです。 フット 
コントローラート C50 を使用する時合は、 コントロール 
チェンジ No.] のみが使用できます ( 詳しくは 23 ベージ 
をご参照ください ) 。 

coflB リアルタイムモジュレーションを 使うには、 ユ ー ティ リ ティモードの 3-4 ぺージ「 M@D@ リモートモードの 設定」 
い 8 ぺージなご 奉無 ください ) をコントローラ 一に合わ 
せて設定しなければなりません。 またコントローラー と 
して MlD@ 店棚器を使用する 埼 合は、 MlD@ 器の送信 
M@D@ チャンネルと 905CM の 受信 MlDl チャン ネ、 ル (17 ペ一 
ジ をご 秦照 ください ) が一致して い なければなりません。 

③ レ、 ンオ 

リアルタイムモジュレーションの 変化 幅 です 0 現在設定さ 

れているパラメーター 値を基準に 、 モジュレーションを 受 

けたときに到達する 値をパーセントで 設定しますっ 

コンペア 

エディットモードで PATCH ムキ ー を押すことにより、 一時 

的に変更前のバッチと 聞き比べることができます。 

ディスプレイがつぎのように 変わり、 パッチの全パラメー 

ターが変更前の 状態にもどります。 

  三田姉 Rr,f き = 主要 め PDjl==  4 ヨ ;:           OMi デ 三 "..J=4,% 安目 1, ヱ まき 
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① ② 

十 ： 

三 R2  DE 三 = 目 " き ・ 亡 Ⅱ "L=  王 

円 =+i 目 日 、 り ・・・ @@ ヱ 1 臼ロ 

① デ スティネーション 

リアルタイムモジュレーションを 受ける パ ラメー タ一 を選 

択します。 ここで選択できる 設定は 、 エフェクトタイプに 

よって異なります。 

6 3 一度 EDIT く / ノキ ー を押すか、 PATCH ムキ ー を押す と 

エディットモードにもどります。 

メ疎 
バッチを選択すると、 メモリ一内のパッチデータが、 エデ 
イットバッファーと 呼ばれる 窩 共用エリアにコピーされま 
す 。 エディットモードでパラメーターをエディッ ト してい 
るときは、 このエディットバッファ 一の パ ソチをエディッ 
ト していることになります。 コンベアはエディットバッフ 
ァ 一のパッチはそのままに、 メモリ一内のパッチを 一時的 
に 呼び出す 搬能 ですっ 
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パッチの保存 
ユディソ ト が終わったら、 パソチを保存します。 

l. STORE/EXECUTE キ ー を押します。 

ディスプレイにストアメニューが 現れ、 現在のバンク とバ 

ソ チナンバーが 表示されます。 このまま STORE/ 
EXECUTm キ ー を押すと、 同じパッチナンバ 一に変更したパ 

ッチが保存されます。 

彊 コ %, ニ   " 。       冨宇にニ 。       ": 。   " 

 
 

曄 ストアメニューはプレイモードから 選ぶこともできます。 変更したマスターレベルをパッチに 保存したいときに 便利 
です。 

2. パッチを別のパッチナンバ 一に保存したいときは、 
STORE/EX 三 CUTE キ ー を押したあ とで PATCH マイム 

キ一で保存 先の パッチナンバーを 選びます。 

ccrB パッチを保存すると、 今までそのパッチナンバ 一にメモリ 一 されていたパッチに 上古きされます。 ストアメニュ 一で 
は 保存 夫 のパッチを 聞 くことができますので、 不要な ハツ 
チ かどうかを確認してから 保存するようにしてくだい。 

も 乙 う一度 STORE/EXECUTE キ ー を押すと、 パッチが 新 

しいパッチナンバ 一に保存されます。 

仲 的 ㏄は、 廉 後にエディッ トした パッチ や、 せ 後に新しい パ ・ソチで上古きされたパッチをメモリ 一の別の位 甘に記 位し 
ています。 これらのを呼び 出す方法は 19 ベージをご参照 く 
ださいⅠ 
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この亜では、 ユ ー ティリティモードやボップアップメニュ 一について説明します。 

ユ ー テイリテイーモード 

ユーティリティーモードでは、 つ ぎの操作を行ないます。 

●アウトプットモードの 設定 

●パッチ ネ、 一ム の 変更 

● MlD@ に閲する各種の 設定や操作 

Ⅰパッチ リコール 

●プリセットコール 

仲 モードで行なったパラメータ 「パッチネームの 変更」をのぞき、 一の変更はそのまま ユーティリティー 9050 
に記伍 されます。 エディットモードのように 保存する 
必要はあ りません。 

ユーティリティーモードにするには 

プレ イ モードから U Ⅵ UTY/PAGE キ ー を押します。 

l-1 工 i: Ⅱ J@TP:-l 丁円 ，白ま 

旺 し I Ⅱ E @"""" l  "  @ @  ト ● ◆ 1"" l " i 

cCrB エ デイットモードから 直接ユ ー ティリティモードに 入るこ とはできません。 

ユーティリティーモードを 抜けるには 

ユ ー ティリティモードから EXIT キ ー を何回か押すと、 ユー 

ティリティーモードを 抜けてプレイモードにもどります。 

ぺ " ジ 。 選択 

ユーティリティーモードはいくつかのぺ ー ジに分かれてい 

ます。 ぺ ー ジ な 選ぶときは、 続けて UTILITY/PAGE キ 一を 

押します。 

l-@l  Ⅰ 二 1@-@TP'l-@ 下 す・Ⅰ l 二 @ ロ     lE 

甘臣し IN Ⅰ・Ⅰ 巨 MONO 

 
 !-%  P:m Ⅰ : 目， ・づ目 Mir,.. 旧 

日 き n 了三郎・ⅡⅡ白刀 u 目 -- 

 
 

Ⅱ
・
 コ
 

ユ ー テイリティーモードの 各 八一 シ 
]. アウトプットモード (OUTPUTMODE) 

再生システムに 合わせて特性や 再生方法を設定するぺ ー ジ 

です。 

                    @U @-  lTP,U,T  ""  -  "  N, ""@  なつ C,F 一 

        丁 Ⅰ @ '1 " 卜 -" ' ア "" 一 """ ";"' :':@ :"@  @  ナ   Ⅰ '1" -       

① ② 

①Ⅱ NE/AMP 
再生システムの 特性に合わせて 9050 の特性を変更する パ ラ 

メータ一です。 オーディオや PA などハイファイなシステム 

で再生する場合は "L Ⅲ び 、 ギターアンプで 再生する場合 

は仏 MP" を選びます。 

② S 了三円 E0/MONO 

ステレオ / モノラルの切り 替えです， "MoNo" に設定す 
ると、 L/R の OUTPUT 端子にケープルが 接続されていても   

全く同じ信号が 出力され，ます。 

エ フェクトモジュールの 最終出力がステレオの 場合でも、 

アウトプットモードが "MONO" の設定ならば、 L と R はエ 

フェクトモジュール 出力のミックスが 同棟に出力されます。 

PA や モニタ一などの 用途で同じ信号が 2 系統必要なときに 

は、 この設定が便利です。 

エフ ュ ・ クトモ ジユールの最終出力がステレオで、 アウトプ 

ットモードが "STEREO" に設定されている 揖今 、 片方の 

アウトプット 端子 ( たとえばし端子 ) にケープルを 接続しても 

し /R はミックスされずにし 出力のみが取り 出されます。 

[ 各キ 一のはたら 引 

● UT Ⅲ TY キ ー ‥‥ 2 ぺ一洛 パッチ ネ -4) に移動します。 

● DEC 一ハ NCH 十 キ ー ‥‥パラメータ 一の設定を変更します。 

● 三 D 汀く / ノキ ー ‥‥カーソルを 移動します。 

ニ パッチ ホ丁ム (PATCHNAMlNG) 

;; 心 巴 TrE;R;;Ml ㍑ :.; 自 TO@:F, Ⅰ       

プレイモードで 最後に選んだパッチに 名前をつけるぺ ー ジ 

です， 15 文字以内の英数字が 使えます。 使用できる英数字 
はつぎの通りです。 
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目 Ⅰ三 %45 ま， 7 日 ざ ( スベース ) 

臼田 二 D:EF こ HI よは L 円 Ⅱ ロ P ロ目 5 丁 !-%. Ⅱ・ ， ・ ，ヰ ・ i   だ ( スペース ) 

  ョき， :. リ ヨ ヂ宝 ， Ⅰ ，ト         %  Ⅰ 1"i .  ト "!@-i . 一 二 F   ..=11 ・ "                                                                                         ・ ご旺 ( スペース ) 

                : 宇井安手 丑 、 ， :",                                                                         

                                                                                    i. 申 ( スベース ) 

( スペース ) は空白を表します。 

ED Ⅱ く / ノキ一で ヵ一 ソル ( ここではアンダーラインで 表示 

されます ) を移動し、 DEC 一 /INC 十 キ ー またはデータ ェン 

トリーボリューム 2 で文字を選 び ます。 

また、 STORE/EXECUTE キ ー を使って文字の 削除や挿入、 

コピーが行なえます。 この場合はまずデータエントリーボ 

リューム 1 で機能を選んでから ( ディスプレイの 左下に現在 

選んでいる億館が 表示されます ) 、 STORE/EXECUTE キ ー 

を押して実行します。 選択可能な機能には、 つぎの種類が 

あ ります。 

● BS 

田 poRE/ ℡ CUT 花 キ ー を押すと、 バックスペース ( カーソ 
ルの 1 文字前を削除し、 カーソル以降を 1 文字分、 前にっ 

める ) を実行しますの 

@ INS 

打 ORE/ Ⅸ EO Ⅱ E キ ー を押すとインサート ( カーソル イ 立直 
に スペースを挿入し、 カーソル以降を 1 文字分、 後ろにず 

らす ) を実行します。 
oDEL   

田 、 ORE/ 日色 C Ⅱ 旺 キ ー を押すとデリート ( カーソル位置の 
文字を消し、 カーソル以降を 1 文字分、 前につめる ) を実行 

します。 

@DUP 
田 。 ORE/EX こ CUTE キ ー を押すと デュ プリケート ( カーソル 
イ立 置の左の 1 文字をコピーする ) を 実イ 干します。 

● CEN 

㎝ T)RE/ つ 正巳Ⅱ ， E キ ー を押すとセンタリング ( 名前全体を 
中央に揃える ) を実行します。 

● CLR 

m@oRE/ つ ㏄ CUT 旺 キ ー を押すとクリア ( すべての文字を 消 
表 する ) を実行します。 

[ 各キ 一のはたら 引 

● W 叱 W キ ー ‥‥ 3 Ⅰ ぺ - シ (MlDl チャン ネ、 ルの選択 ) に移動 
します。 
●データエントリーボリュームⅠ       wSToRE/EXECUTE 

キ 一で実行する 機能を選びます。 

●データエントリーボリューム 2.        文字を選びます。 

● DEC 一 /@C 十キ q  , ‥文字を選びます。 

Ⅰ ED 圧く / ノキ ー ‥。 カーソルの位置を 移動します。 

● S Ⅰ ORE/ 三 XECUTE キ ー ‥‥データエントリーボリュー 

ム 1 で選択した機能に 従って文字の 挿入や削除を 行ない 

ます 俺 

仲 パッチネームを 変更する場合は、 あ らかじめプレイモード で パッチを選んでから、 このべ 一ジを 呼び出してください 

  
一ジ をご 奉照 ください。 

3.MlD ノ リモートセットアップ 

MIDH や ZOOM リモート端子の 設定を行なうぺ ー ジです ( ただ 

し、 この 2 つを 別個に設定することはできません )0 なお、 

この ぺー ジでは項目が 多 い ため、 6 つの 小 ぺージ (3-1 ～ 3-6) 

に 分けて設定を 行ないます。 小 ぺ ー ジの移動には ED Ⅱ く / 

ノキ ー を使用します。 

3-lMlDl チャンネルの 選択 (MlDlCHSELEC 刀 

MIDI 受信チャンネルを 設定する画面です。 

l@- l"" ● . @-@  @  ◆◆◆ Ⅰ ● @  . 一 4 宙 ' @                                       c::H  三三しき 亡 T 

だ円 Ⅰ 巨 1  @:, 円 NT=  口目 

① ② 

①ⅥⅢチヤン ネ、 ル 

9050 がプロバラムチェンジやコントロールチェンジを 送受 

倍 する MIDH チャンネルを 設定します。 1 ～ 16 が選べます。 

② ォムニオ ン / オ フ 
  

このパラメーターが "ON" のときは、 MIDI チャンネルの 

設定にかかわらず、 すべての MIDI チャンネルを 受信します。 

シンセサイザなどの MIDI 機器から 卯 50 をリモートコントロ 

ールするときには、 コントローラ 一の MIDI 送信チヤンネル 

と ㏄ 50 の MIDI 受信チャンネルを 合わせるか、 オムニオンに 

設定してください。 

[ 各キ 一のはたらき ] 

● Un Ⅱ rW キロ，・・ 4 べ一囲パッチリコール ) に移動します。 

● DEC 一刀 NCH 十 キ ー ‥‥パラメータ 一の伍を設定します。 

● 三 D 圧く / ノキ ー ‥‥カーソルの 位 黄を移動します。 カー 

ソルが "OMN@" の位置にあ るときに 三 D 印 ノキ ー を押せ 

ば、 3-2 ぺ一 ・ ジに 移動しますの 

キ 2 プロヴラムチェンジモードの 設定 

(PRG-CHGMODE) 
この画面では、 9050 が外部から受信したプロバラム チ エン 

ジをどう処理するかを 設定します。 

                                                                                                    " :@iii ノ l@  - Ⅰ "". @  .t プ '@ こ -- - 

@C  ト，つ ぎ ] に '9:l や *.j@ 二 

ここではっ ぎ の 3 種類のモードが 選べます。 
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● MAPPlNG 

バンク A 胆の 198 種類の パ ソチから 128 種類を選び、 つぎに 
説明するプロバラムチェンジマップに 割り当てます。 オプ 

ションのフットコントローラー FC50 や通常のシンセサイザ 

一 から パ ソチを切り替えるには、 このモードを 選ぶのがい 

いでしょう ( ぬ ベージをご参照、 ください ) 。 

@@DIRECT 

MIDI バンクセレクトとプロバラムチェンジを 使って、 バン 

クⅣ B とパ ソチナンバーを 直接指定するモードです。 バン 
クセレクト対応のマスターキーポート や 、 シーケンサ一な 

どからパッチを 切り替えるには、 このモードを 選ぶのがい 

いでしょう。 

バンクセレクト + プロヴラムチェンジと㏄ 50 のパッチナンバ 一の内儀 

● SEQU モ NCE 

MIDI バンクセレクトとプロバラムチェンジを 使って、 198 

種類の パ ソチを 連 抗したナンバーとみなして 切り替える モ 

一ド です。 オプションのフットコントローラー 8050 から 

W50 の パ ソチを切り替えるにはこのモードを 選 び ます。 

[ 各キ 一のはたら 刮 

● U Ⅱ 口 W キ ー ‥‥ 4 ぺ一 、 沼パッチリコール ) に移動します つ 
● DEC 一ヵ NC+ キ ー ‥‥パラメータ 一の傾を設定します。 

● ED 圧くノン キー・ ， ‥ 3-3 ぺ ー ジに移動します。 

    
り 当て、 外部からりモートコントロールしやすくするため 

の機能です，たとえば 上のディスプレイのように 設定した 

場合、 FC5(M やシンセサイザーからプロバラムチェンジナン 

バー 39 を送信したときに、 9050 側でバンク A のパッチナン 

バー 99 が選択されます。 
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①
 

②バンク / パッチナンバー 

兜 50 のバンクム田 と パッチナンバーを 選 び ます。 

また、 データエントリーボリューム 2 でプロバラムチェン 

ジナンバーを、 データエントリーボリューム 3 でバッチナ 

ンバーを設定することも 可能です。 
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[ 各キ 一のはたら 刮 

● UT@TY キ ー ‥‥ 4 べ Ⅰ ジ ( パッチリコール ) に移動します。 

● DEC 一ヵ NC 十 キ ー ‥‥パラメータ 一の値を設定します。 

● 巨 D Ⅱ く / ノキ ー ‥‥カーソルの 位 干を移封します 0 カ 

一 ソルが "P 円 G" の位置にあ るときに ED 斤く キ ー を押 

せば 3-2 ぺ ー ジに、 パッチナンバ 一の位置にあ るときに 

ED 庁 ノキ ー を押せば、 3-4 ぺ ー ジに移動します。 

●データエントリーボリューム 2         プロバラムチェン 、 ジナ 

ンバーを設定します。 

●データエントリーボリューム 3          パッチナンバーを 設定 

します。 
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3-4 MlDl/ リモートモードの 設定 (MlDl/RMTMoDE) 

この画面では 9050 をリモート端子、 MIDI 靖子のどちらでリ 

モートコントロールするかを 選びます。 

3 もプロヴラムチェンジテープルの 設定 
(PRG-CHGTABLE) 
この画面では、 プロバラムチュンジテープルの 設定を行な 

， -, 田 - 月・ l":ID:iI.-" 巨 ;;" け " 沌 :;D:iE 

卜 臣 三 %: 巨 目印 O;D:i き 

います。 

① 

i-@3 一ま円円目   P, 日ぽ も 1 ま Ⅰ 

  ◆ ;.@1 ノ ?  , ぢ， :@  K:p      l2  「 @  v  r@  @  8 

② 

プロバラムチェンジテープルとは、 MID¥ のプロバラムチェ 

ンジナンバー 0 ～ 127 に 弟 50 の 198 種類のバッチナンバーを 割 

モードはつぎの 3 つから選択できます。 なお、 モードによっ 

て MIDTOUT 端子の働きも 変わります " 

@ヽEMOTE｀ODE 
REMOTE 端子から 9050 をリモートコントロールできます 

ひ 4 円 TIN 端子からりモートコントロールすることはできま 

せん ) 。 9050 をオプションのフットコントローラー FC50 や 

8050 からコントロールするときは、 このモードを 選 び ます。 

MIDIOUT 端子は MIDITHRU 端子 (REMOTE 端子で受信した 

信号をそのまま 出力する端子 ) として働きますっ 

@@M@   I@THRU@ MODE 

MIDI IN 端子から 905(M を リモートコントロールできます 
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( リモート端子は 使えません ) 。 9050 をシンセサ ィザ 一など 

の MIDL 機器からコントロールするときは、 このモードを 選 

び ます。 MDIOUT 端子は MIDITHRU 端子 (MIDIIN で受信 

した信号をそのまま 出力する端子 ) として働きます。 9050 独 

白 め テークは送信されません。 

● MlDloUTMoDE 

MIDI Ⅲ端子から 9050 をリモートコントロールできます ( リ 

モート端子は 使えません )o MIDIOUT 端子からはシステム 

エクスクルーシプデータの 送信ができます。 

[ 各キ 一のはたらき ] 

● Un Ⅱ TY キ ー ‥‥ 4 ぺ 一洛パッチリコール ) に移動します。 

● DEC 一刀 NC+ キ ー ‥‥パラメータ 一の値を設定します。 

● ED Ⅱ く / ノキ ー ‥‥ ED 汗く キ ー を押せば 3-3 ぺ ー ジに、 

ED 汗 ノキ ー を押せば 3.5 ぺ ー ジに移動します。 

3-5 M@D@ バルクダンプ (BULKDUMP) 

バルクダンプを 実行する画面です。 

3-6 M@Dl バルクのロード 

バルクダンプで 保存した設定内容をメモリ 一に読み込むた 

めの画面です。 

りま - ま， 目 ． -!%,  し u:i 目 L             
この画面ではとくに 設定するパラメーターはあ りません。 

ただしこの画面を 表示している 間だけ、 ㏄ 50 が MIDI Ⅲ端子 

からシステムエクスクルーシ フ メッセージを 受信します。 

卿 シーケンサ一などに お 持した Q050 のバルクデータを 、 9050 に保存しなおすときに 使用します。 また、 コンピ 
ユー ターと双方向のデータ 転送を行なうときや、 もう   
含め 9050 からデータを 受け取る理合もこの 画面を使用 
します。 

[ 各キ 一のはたらき ] 

● U ⅡⅢ TY キ ー ‥‥ 4 べ一沼 パッチリコール ) に移動します。 

● 巨 D 圧く / ノキ ー ‥‥ ED 圧く キ ー を押せば 3-5 べ一ジに 、 

ED Ⅱノキ ー を押せば、 3-1 ベージに移動します。 

i-; ま一 5  日 辻 : しば 口ぶ 滴目 

お 目角 丁 i-                                                                                                                                         

バルクダンプとは、 9050 のパッチ設定などを MI 川を通じて 

出力する機能です。 

。 幸 バルクダンプを 実行すると、 Ⅵ Dl システム ェ クスクル 一 シ フと 呼ばれるメッセージがⅥ D@ OUT 端子から出力 
されます。 システムエクスクルーシ フ メッセージを 記録 
で さるシーケンサーやコンビュータープロバラムを 使用 
すれば、 9050 の設定内容をフロッピーディスクなどに 
保存することができます。 また、 もうⅠ さの 9050 に デ一 
タを コビーしたい 理合にも使用します。 

  DEC 一 /INC 十キ 一で出力するデータの 種類を選び、 

STORE/EXECUTE キ 一でバルクダンプを 実行します。 つ 

ぎのタイプが 選択できます。 

● A Ⅰ 

9 ㏄ 0 の全設定。 
● PATCH 

バンク A/B 、 1 ～ 99 のすべてのパッチ 情報 ( パッチネー 

ムを含みます )   

● SYSTEM 

  パッチネームを 除く、 ユーティリティーモードの 設定内容。 

● 三 D 汀 BUFFER 

エディットバッファ 一内の内容 ( パッチネームを 含みます )0 

[ 各キ 一のはたらき ] 
● Un 」 lTY キ ー ‥‥ 4 ぺ一沌 パッチリコール ) に移動します。 

● DEC 一刀 NCH 十キ @  ‥・パラメータ 一の値を設定します。 

● EDlT く / ノキ ー ‥ "ED 叩 くキ ー を押せば 3-4 ベージに 、 

巨 D 丁 ノキ ー を押せば、 3.6 ベージに移動します。 

A パ ソチリコール (RECAL り 

誤って上書きしてしまったバッチ や 、 最後にエディッ トし 

た パッチを再度呼び 出す機能です。 

ll ト ．． Ⅰ - ""@"-"- ・ レ @@. ・ 一 ・   
こ 自守ぎは「 i    l 「 ? こ   

  

DEC  一 /INC  十キ 一で呼び出すバッチの 種類を達 ぴ ます。 

この機能で呼び 出すことのできるパッチはつぎの 通りです。 

● 巨 DlTED 

最後にエディッ トした バッチ。 

● 巨 RASED 

最後にパッチを 保存したときに、 新しい パ ソチによって 上 

書きされたバッチ。 

リコールするパッチの 種類を選 ぶと 、 ディスプレイ 下段に 

リコールの対象となるパッチのネームが 表示されます。 こ 

の状態から STORE/EXECUTE キ ーを バッチリコールを 実 

付 しますの 

烙キ 一のはたらき ] 

● UTlL@TY キ ー ‥‥ 5 ぺ一沼 プリセットコール ) に移動しますら 

● DEC 一刀 NC 十 キ ー ‥‥パラメータ 一の値を設定します。 

● STORE/ 巨 XECUTE キー         バッチリコールを 実行します。 

岬 パッチをエディッ ト したあ とで保存するのを 忘、 ね 、 他の パッチを選んでしまったときや、 誤って必要なパッチの 

  

ディットバツファ 一に移されますので、 必要に応じて メ 

  

ィ 一度 スプレイに STO 目口 / "A 麒巨 田 CU yousure?" 正 キ ー を押すとパッチリコールを と表示されます。 もう 実 
行 します。 
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ニ プリセツトコール (PRESETCALL) 

弗 ㏄では ROM ①㏄ do 廿 yM 田 l0 甲の略。 読みだし専用のメモリ 
一のこと応に 198 種類のパッチが 書き込まれています。 ROM 

内の パ ソチは、 通常のパッチ 操作では呼び 出すことはできま 

せん。 この画面では ROM 内のバッチを 1 つ々っ サウンドを 確 

かめてエディットバッファ 一に移すことができます。 

いるパッチ と 同内容です。 よく使うパッチを 誤ってエデ 
  

すことができます。 

リ ヨ PRE 三 ET  ど白しし 

自 : 日 1  日三角 T  IT; : : 

DEC 一 /INC+ キ 一でバンクとバッチナンバー を 選び、 

STORE/EXECUTE キ 一で実行します。 読み込み終了後、 

自動的にプレイモードにもどりますにのときバッチがエデ 

ィッ ト 中であ ることを表す " 目 " の表示が点灯します ) 。 

[ 各キ 一のはたら 刮 

● UT Ⅲ TY キ ー ‥‥最初のベージにもどります。 

● DEC 一 /lNCH 十キロ‥・ ROM から読み出すパッチを 選び 

ます。 
● STORE/EXECUTE キ ー ‥‥読み出しを 実行します。 
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ポップアップメニュー 

  
ポップアップメニューとは 

ポップアップメニューは、 プロバラムチェンジナンバ 一の 

、 設定や MIDI モニタ一などの 桟能 をすぐ呼び出せるよ う に ボ 

タンに割り当てたメニュ 一のことで、 卯 50 の他のモードか 

らは独立しています。 

1. プロヴラムチェンジナンバ 一の学習 

(PRG-CHG 」 EARN) 

9050 は、 オプ ，ンコ ンのフットコントローラー FC50 や シンセ 

サイザ一などの MIDI 機器からプロバラムチェンジを 送信す 

ることで、 パッチを切り 替えることができます (22 ベージ を 

ご覧ください ) 。 ただし、 曲中で素早く 切り替えできるよう 

に、 使いたいバッチを 連続したナンバ 一に保存するのは 大 

変です。 この機能を使えば、 プロバラムチェンジテープル 

に プロバラムチェンジナンバー とそれに対応する 9050 の パ 

ソ チを記憶させておき、 メモリ一の離れた 位置にあ るパッ 

チどうしでも 連続して切り 替えることができます。 

プロバラムチェンジテープルを 使うためには、 9050 に FC50 

(REMOTE IN 端子 ) またはシンセサイザ 一などの MIDI 機器 

(MIDI IN 端子 ) が接続されて い なければなりません。 また、 

ユー ティリティモードのぺージ 3-2C プロバラムチェンジモ 

ード ) で "MAPPING" が選択されて い なければなりません 

(17 ぺージなご覧ください )0 

プレ イ モードでプロバラムチェンジテープルに 登録したり 

パッチを選んでから PRG-CHGLEARN(DEC 一キづ を押し、 

そのまま押し 続けてください。 PRG.CHGLEARN(DEC 一キ 

づが 押されている 間、 ディスプレイが つ ぎのように変わり 

ます。 
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ディスプレイ 右下に、 現在選んでいるバツチのバンクとバ 

ッチナンバーが 表示され、 左下には "waltln ㍗と表示され 
ています ( つまりプロバラムチェン・ ジが 送信されるのを 待っ 

ているわけです ) 。 PRG-CHGLEARN(DEC 一キ ㍉を押し続 

けた状態から FC50 、 または MIDI 機器からプロバラムチェン 

ジを送信してください。 送信したプロバラムチェンジナン 

バーが左下に 表示されます。 

                            ぜ已 一一・ 卜壮                                                                             

一一一一 -.- - ・ - - 一 ◆ 
これで学習が 終わりました ( この例で言えば、 バンク A の パ 

ソ チナンバー 99 がプロバラムチェンジナンバー 39 に登録さ 

れました )o  PRG-CHG  LEARN(DEC 一キ 一 ) を離すとプレ イ 
モードにもどります。 
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●ベンダーを 受信した場合 2MlDl モニター 

(MlDlMoN@To Ⅱ ) 

㏄ 80 のエフエクトのパラメーターは、 FC50 や MIDI 機器など 

の外部コントローラーを 使ってマニュアルで 変化させるこ 

とができます (23 ぺージなご覧ください ) 。 MIDI モニタ一機 

能は、 MIDI 機器から受信した 信号をディスプレイに 表示さ 

せ 、 租 頽や値を確認するためのポップアップメニュ 一です。 

リアルタイムモジュレーションのソースを 選 ぶ ときに便利 

です。 

この技能を使うためには、 W50 に FC50 や シンセサ ィザ 一な 

どの MIDI 機器 (MIDIIN 端子 ) が接続されて い なければなりま 

せん。 

プレイモードで MIDIMONITmRINC+ キ ㍉を押し、 そのま 

ま 押し続けてください。 MIDI  MONITO  RdINC  十キ ㍉が押さ 

れている間、 ディスプレイが つ ぎのように変わります。 

                                                  -: ㌣ ミ工                                       

i こ H@  仁丁 L@  !...@ 白し w 一 

MIDIMOr 荘 TOR( Ⅲ C+ キ 一 ) を押し続けた 状態から、 FC50 

や MIDL 機器から信号を 送ります。 この画面では、 以下の要 

素をモニタ一できます。 

●コントロールチェンジを 受信した場合 

円 1 な 1  円仁Ⅲ 1 下山田 : 日臼ハ りさ「   

c@: Ⅱ ;  :"1 角し 1.- 。 

チヤンネル パリュー 

coffia ベンダー 脩軒の バリューは上位 7 ビットのみ受信し 、 0 
～ 示します。 127 の 128 段落 ( ビッチが 土 0 のときにパリュー㏄ ) で 荻 

セルフイントロダクション 機能 
セルフイントロダクション 技能とは、 9050 が自己紹介をす 

6% 能 です。 自動的に ROM 内のパッチが 切り替わり、 昔を 
聞くことができます。 

セルフイントロダクションを 表示させるには 

PATCH マ / ムキ ーを 両方押しながら、 9050 の電源を入れて 

ください。 

ディスプレイに 自己紹介が表示されます。 

セルフイントロダクションを 柊 了するには 

EXIT キ ー を押してください。 これでセルフイントロダクシ 

コ ンを終了し、 プレイモードにもどります。 

F,,1 臼 i  沖 - 山   は Ti:, 田 : だ 注   1.,.1           ㍉目 

CH  I  i::TL  工 リ 角し 1 二ア 

チャンネル バリュー 

コントロールナンバー 

。 荊 モニタ一できるコントロールチェンジナンバーは 0 ～ 31 です。 ナンバー 32 ～ 127 の コントロールチェンジは 接視 
します。 

●ノートオンデータを 受信した場合 

Ⅱ 7 色 1  「・ ]l コ卜Ⅰ下口受 : 目な t. き u: け : 

こ 目 上 目 む七 ・ミ生 串 i.j 臼 I  圭き 

チャンネル ノートナンバーベロシティ 

●アフタータッチ ( チヤンネルプレッシ ャ Ⅱを受信した 4 合 

HI む I  WD Ⅱ i 下ロ 三 : ,:     卜 :"P ドき姉   

c::H  l  u...lRL  l き 

チャンネル バリュー 

3S4$  -eoffcD@  21 



      モ
 
ム
 
イ
 
タ
 
 
 

 
 ア
 

 
 

 
 
 
 た
 

し
 
ノ
レ
 

 
 

 
 
@
 
'
"
 
フ
 

 
 
ト
 
 
 

モ
 

 
 
を
 
 
 
 
 
的
 
て
 
 
 
使
 
を
 
 
 
F
C
5
 

一
す
 

う
ま
 

一
し
 

ロ
明
 

ト
説
 

ン
て
 

コ
い
 

ト
つ
 

ツ
こ
 
4
 

 
 ン

る
 

ヨ
ナ
 
く
 

七
カ
 

ノ
，
 

プ
を
 

オ
ン
 

 
 

は
シ
 

で
一
 

亜
レ
 

の
ュ
 

こ
ジ
 

ト
だ
 

信
チ
 

  

 
 

一
く
 

㎎
 軋
咄
 

送
 

モ
て
 

リ
し
 

の
 
O
 

/
 定
 

 
 

C
5
 

Ⅲ
 設
 

    

す
 
。
 

｜
こ
 

M
i
 

Ⅰ
 
(
 

 
 

ま
 

す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
 

巨
 

 
 

 
 

 
 

ど
 

し
 

㌣
・
 

時
 

Q
 紅
も
 

定
 

 
 

を
設
 

 
 

レ
 ）
 

 
 
田
 E
 
 モ
 

4
 
 一
の
㎝
 

宇
 
・
 
i
 
イ
 

 
 

ヤ
 田
口
上
 

 
  
 

し
 

イ
レ
 
押
 
を
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
 
麒
 
Ⅰ
 

4
 

3
 

 
 

働
 

労
当
切
 

レ
ノ
 

ヴ
た
 

使
く
 

れ
、
 

を
位
 

じ
 

～
該
に
 

口
れ
 

さ
 

、
て
 

ト
 

だ
ナ
 

同
 

 
 

 
 

除
 

と
 

ん
 

 
 

解
 
 
 

 
 

 
 

ま
す
。
 

踏
 

プ
て
 

カ
 

 
 

ュ
ス
 

 
 
%
 
そ
 

S
 

状
態
 

 
 

 
 

カ
 

@
 
 
 
 
 

C
5
O
 

く
だ
 

 
 

Ⅰ
 

0
5
 

Ⅰ
Ⅰ
 9
 

@
 
Ⅰ
 
Ⅰ
 

@
 
臣
 
，
 

た
 

イ
 

  

。
Ⅱ
 

ま
す
 

 
 

Ⅰ
Ⅰ
 

ま
ム
 

を
 

ス
り
 

0
 

 
 

も
 
と
 

5
 

 
 

一
だ
 バ
 に
 

0
 

 
 

 
 

9
 

れ
レ
 

 
 

 
 

 
 

F
 

REM'oTE 
OUT 

同園圃 圃 
FCSO 

FC 的と㏄ ぬの接 挽回 

REMfoT 『 三 Ⅲ 

⑥⑥ 口 
  口 ⑧⑧ 二 CoC3 < 。 > 0  口 。 

  
如幻 
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FC50  を使った 
リアルタイムモジュ [.@  3.@  一 ション 
FC50 の VOLUMEPEDAL 端子 ぉょぴ MODULATION  PEDAL 

端子にエクスプレソションペダル FP0l( オプション ) を接続 

すれば、 演奏中に 9050 のマスターボリューム やエ フェクト 

パラメーターをリアルタイムで 変化させることができます。 

l. FP0l を ト C50 の VOLUMEPEDAL 端子または 

朋 ODULAnoNPEDAL 瑞子に接抗します。 

それぞれの端子に 接続した H り l は 、 つぎのように 機能します。 

● VOLUMEPEDAL 端子に接続したⅠ P0l 

コントロールチェンジ No. ァが 出力されます。 この べダ 
ルは 、 9050 全体のマスターボリュームとして 働きます。 

●Ⅱ ODU は noNPEDAL 瑞子に接続した FP0l 
コントロールチェンジ No.1 の信号が送信されます。 こ 

のぺ ダルは、 リアルタイムモジュレーションのソースと 

して利用できます。 

2. FP0l をリアルタイムモジュレーションのソースとして 使 
用する場合は、 9050 をエディットモードにして、 リアル 

タイムモジュレーションをかけたいエフェクトタイプの 最 

柊 ぺ ー ジを呼び出してくださいⅠ 

ここでは何として、 エフエクト モ ・ジュール REV からアーリ 

一 リフレクション 2(ER2) のエフェクト ク イ ブ を選 び ます。 

"CTL" ( コントロールソース ) と "DES 。 ( デスティネーシ 

ョン ) をつぎのように 設定します。 

エフェクトモジュールのオン / オフ 
を切り替える 

オプションのフットコントローラー 805 Ⅸ REMOT 毛 Ⅲ靖子 
に接続 ) や MIDI 抜群 (MIDIIN 端子に接続 ) を使えば、 W5O の 
各エフェクトモジュールのオン / オフ、 バイパスやミュー 

トのオン / オフを個別に 切り替えることができます。 これ 

な 行なうには、 コントロールチェンジ 信号を送信します 0 

つぎの表は、 コントロールチュンジナンバーとそれに 対応 

するエフェクトモジュールや 板能を表したものです。 それ 

ぞれのコントロールチェンジのバリューが 127 のときに対応、 

するエフェクトモジュールや 柱 能が オンになり、 バリュー 

が OM ゼロ ) のときにオフになります。 

ょ弗 
㏄㏄の ぺ ダルスイッチに 割り当てられたコントロールチェ 
ンジナンバ一については、 ㏄的のマニュアルなご ち照 くだ 
さ Ⅰ ト 。 

三 R ニ DjE き ⅠⅡ 1,  む下し㍊ 亡日 1           

巨 = キ 1 目目 、 し ;...; し二 1 目 目 

これで MODULA Ⅱ ONPEDAL 端子に接続した FPOK( コント 
ロールチェンジ No.1) から " Ⅵ X" ( エフェクトのミックスレ 

ベル 沌 コントロールすることができます。 

3. EXn キ ー を押してプレイモードにもどり、 必要に応じて 
  パ ・ソチを保存してください。 

卿 FC50 の代わりにシンセサイサ 一などのⅥ 川 機器を使っ て パッチの選択やリアルタイムモジュレーションを 行 
なうことも可能です。 リアルタイムモジュレーション 
の 応用例はいくらでも 考えられます 0 さまざまな組み 
合わせを試してみてください。 また、 フットコントロ 
一 ラー 8050 を使うと、 さらに高度なりモートコントロ 
一ル を行なえます。 
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この車では㏄ 的のすべてのエフェクトタイプのパラメータ 一について、 ぺ ー ジごとに説明します。 ただし全エフェクト 
タイプで共通のパラメーター や、 他のベージ と 同じパラメータ 一については 且小 限の説明にとどめています。 
なお、 ①～①の番号は 対応するデータエントリーボリュームを 表しています。   

■エフェクトモジュール 1 : コンプレッサー [CO Ⅱ P] 
  

コンプレッサーりⅡ P) 
  

アタックパラメータ 一で表情を大きく 変えられる、 ギタ一向けのコンプレッサ 一です。 

パラメーターⅡ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ ー ジ l DPT( デ プス ) ATK( アタック ) BW( プライトスイッチ )  Ⅳ L( アウトプットレベル ) 
1 ～ 13 slw,  fst 0 肝 ，㎝ Ⅰ 0 ～Ⅰ㎝ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レ、 ンオ ) 
ぺージ 2 

LVL( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

DPT ， ATK ， Bsw ， LVL NT# ， NTv ． Aft ， Bnd ・ 100 ～ +]00( 免 ) 10 ～ 1 皿         

[ ぺ一、 ジ Ⅰ   
OD Ⅱ : コンプレ               ンの深さを決定します。 値が大きいほど 深くなります。 
の ATK : ギターをピッキンバしたときのアタックの 速度を S@( スロⅡまたは 億 Ⅱファスト ) から選びます。 
③ 曲ヰ : "0 Ⅰにすると高垣 が強 辞され、 明るい音色になります。 
の Ⅱ VL, : モジュールの 出力レベルです。 

[ べ 一、 ジ 2] 
① D 騰 : リアルタイムモジュレーションを 受けるパラメーターを 選択します。 
OCT Ⅰ L  : リアルタイムモジュレーションのソースを、 コントロールチェンジ、 ノートナンバー、 ベロ ・ンティ、 アフタ 

③ RATIO      一 リアルタイムモジュレーションの タッチ、 ベンドの中からほびます 変化 ( ソースの種類についての 幅を パーセントで 設定します。 詳しい説明は、 14 ベージをご参照ください ) 。 
の L Ⅴ L  : ぺ ー ジ ] の①と同じパラメータ 一です。 ぺ ー ジを変えても 同じパラメーターが 表示されます。 

l り ミッタ 一 ⅢⅡ ] 

コンプレッサ ー よりも圧縮牢の 高いエフェクトタイプです。 おもに楽器昔のつぶだちを 揃えたり、 信号が一 

定のレベルを 越えないようにして 他のモジュールへの 過大人力を防ぐ 目的で使用します。 

パラメーター ] パラメーター 2 パラメーター 3 バ ラメーター 4 

ぺ一、 ジ Ⅰ DPT Ⅰ ( デ プス ) REL( リリースタイム ) ⅡⅤ L( アウトプットレベル ) 
1 ～ 13 s@w, Ⅰ st 10 ～Ⅰ㎝ 

DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) WL( アウトプットレベル ) 
ぺ一、 ジ 2 C01 ～ 3](6,7 を除く ) 

DPT ， REL,@LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd ・ 100 ～ +1 ㎝ (%  ) 10 ～ 1 ㎝ 

[ ぺ一、 ジ 1 ] 

①Ⅳ 呵 : り ミッタ 一 効果の深さを 決定します。 伍が大きいほど 深くなります。 
の REL : 効果が解除されてから 通常の状態にもどるまでの 時間 ( リリースタイム ) を設定します。 

の LvL      s@( エフェクトモジュールの スロ一 ) または fSt( ファスト 出力レベルです。 ) が選べます。 

■・エフェクトモジュール 2: ディスト一ション 巾ト T] 
カラ一の異なる 4 種類のディスト 一ションと、 外部エフェクト 用の エ フェクトタイプが 含まれ，ています。 
また、 このエフエクトモジュールで 外部エフェクト 用の SEND/RETURN 端子をコントロールします。 

エフェクトタイプとしてディスト 一ション系 (DST ～ HD) を選んだ場合は、 ディスト一ション 系エフエクト 
タイプのパラメーター SND ( プリセンドレベル ) で、 セン ド ノリターン端子のオン / オフや覚部エフェクト 
に 送られる信号のきをコントロールします。 セント / リクーン端子がオンのときには、 リターン端子から 返 
ってきた信号がディスト 一ションモジュールに 入り、 歪みを加えて Zr 浪 以降のモジュールへと 送られます。 
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Send Return   

    
    
    

℡ UT  COMP     Send L8v 引 Distortion     ZNR 

    

DISTMODU し E 

ディスト一ション 系のエフェクトタイプを 選んだ % 台 

戒 リターン端子にケーブルが 接続されていないときは、 本来 S 旺 ND 端子に出力される 信号が直接ディスト 一ショ ン モジュールにも 送 られます。 この場合はパラメーター SND( プリセンドレベル ) がアッテ羊一ターとして 田 
きます。 また、 プリセンドレベルがオフの % 台でも SEND 端子からは、 コンプレッサーモジュールの 出力信号 
が 出ています。 

エフェクトタイプとして 外部 エ フェクト (EXT) を選んだ時合は 、 常にセントノリターン 端子が使用可能と 
なり、 エフェクトタイプ EXT のパラメーター SND ( センドレベル ) で外部 エ フェクトに送られる 信号の丘を 
コントロールします。 リターン端子から 返ってきた信号は EXT モジュールに 入り ( ディスト一ション 系モジュ 
一ル は 同時には使用できません ) 、 エフェクトタイプ E Ⅹ丁の パ ラメータート G( ロ ー ゲイン ) や H 氾 ( ハ イ ゲイン ) 
で音色を加工して ZNR 以降のモジュールへと 送られます。 

臣 。 d Return   

        

Ⅳ """  。 ㎝ "     Send@Level 
Ⅰ HiG OG           ZNR 

      

DIST｀ODULE 

エフェクトタイプ 三 Ⅹ T を選んだ付合 

I ディスト一ション [DS Ⅰ 
  

ハードなアナロバディスト 一ションです。 

    パラメーターⅠ パラメーター 2   パ ラメーター 3 パラメーター 4 

  ぺ一、 ジ 「   DST( ディスト一ション 1 ～Ⅰ ) 3 EQ( イ コライザ一 ) 1 ～ 1 ㏄ SND/RTNn RTN Ⅰ プリセンドレベル orf,SND Ⅰ l ～ 10  1 LVLC アウトプットレベル 0 ～Ⅰ㏄ ) 
DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL 』 ( アウトプットレベル ) 

  ぺージ 2   C01 ～ 31(6,7 を除く ) 
DST,@EQ,@SND,@LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd ・Ⅰ㎝～ 十 Ⅰ㎝ ( つう ) 0 ～Ⅰ㎝ 

[ ぺ一、 ジ 1 ] 
O  D 打     ディスト一ションの 強さを設定します。 値が大きいほどディスト 一ションが深くなります。 

    ディスト一ションの 音色を弗推します。 伍が大きいほど 高域 が強 現 されます。 
② ③ @EQ SND/RTN      SEND 端子から覚部 エ フェクトに出力される 信号のレベルを 調節します。 ただしキ丁 N 宰 o げの場合は 

SEND/RETU 円 N 端子を使用しません。 
の LVL     モジュールの 出力レベルです。 

 
 

オーバードライブ [0 Ⅲ 

 
 

チュー ブ アンプをフルアップにしたときの、 自然な歪みをシミュレートするエフェクトです。 

ノて ラメーターⅠ パラメーター 2 パ ラメーター 3 パラメーター 4 

べ 一、 ジ Ⅰ DRV( ドライプ ) EQ( イ コライザ一 ) SND/RTN( プリセンドレベル WL( アウトプットレベル ) 
Ⅰ～ 13 1 ～Ⅰ㎝ RTN Ⅰ 0 「「， SND Ⅰ l ～ 10 0 ～Ⅰ㏄ 

D 捧 ( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C0] ～ 31(6,7 を除く ) 

DRV,@EQ,@SND.@LVL NT#,@NTv,@Aft.@Bnd -1 ㎝～ +10 Ⅸ %) 0 ～ 100 
    
[ ぺ一、 ジ 1 ] 
ODRV : オーバードライプの 横さを設定します。 
② EQ  : オーバードライブのき 色を調接します。 伍が大きいほど 高理 が強調されます。 
の LVL : エフェクトモジュールの 出力レベルです。 
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l クランチ [CRU] 

 
 

チュー ブ アンプを軽く 歪ませたときのサウンドです。 コードカッティンバや 単音のリフレインなどに 向いています。 

  パラメーターⅠ   パ ラメーター 2   パラメーター 3     パラメーター 4   

ぺ一，ジ Ⅰ DRV( ドライプⅠ   EQM イ コライザ一 ) 
1 ～ 13 Ⅰ～ 1 ㎝ SND/RTN( RTN=o プリセンドレベル 肛 ， SND Ⅰ l ～Ⅰ 0  T1 LVL( アウトプッレベル @ 0 ～Ⅰ㎝ ) 

DES( デスティネーション ) CTrL( コントロールソ ス + ） R A T I O （ レ シ オ ） 
ぺージ 2 

L Ⅴ L( アウトプット ン ペル ) 
C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

DRV.@EQ,@SND,@LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd ・ 100 ～ +1 ㎝ (%)   0 ～ 1 ㏄ 

    す
 。
 

 
 
 
 
さ
 

強
調
 

、
 
 
 
域
 
高
 
ど
 
 
 
 
 

 
 
大
 
 
 
値
 
。
 

す
 で
。
。
す
 

す
 

ま
ま
 ル
 

し
し
 べ
 

宝
楼
 レ
 

詩
調
 カ
 

を
 を
田
 

さ
 色
の
 

強
 %
 
ル
 

の
の
 
一
 

プ
 ブ
 
ユ
 

イ
イ
 ジ
 

ラ
ラ
 モ
 

ド
ド
 ト
 

一
一
ク
 

バ
バ
ェ
 

一
一
 フ
 

Ⅰ
 牙
オ
ェ
 

 
 

 
 

l ハイパードライブⅢⅢ 
  

迫力あ る太 い 歪みが特長の 新開発エフェクトです。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

SND/RTN( プリセンドレベルⅡ VL( アウトプットレベル ) 
ベージⅠ D 訂 ( ディスト一ション 1 ～ )  ]3 EQ( イ コライザ一 ) Ⅰ～ ] ㎝ RT は Ⅰ () 什 ， SN  D 幸 ] ～ ]00 0 ～ lm 

DES( デスティネーション ) CTTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
  ぺージ 2   C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

DST,@EQ,@SND ， LVL NT# ・ NTv,@Aft ， Bnd -100 ～ +  1 ㎝ (%  ) 0 ～ 100 

( ぺ ー ジ ] ] 
ODST : デイスト一ションの 強さを設定します。 伍が大きいほどディスト 一ションが深くなります。 
② EO  : ディスト一ションの 音色を調推します。 伍が大きいほど 高度が強調されます。 
の LVL : モジュールの 出力レベルです。 

外部エフェクト (EXT) 
セント端子から 外部エフェクト ヘ 出力される信号のレベルと   

定できる、 便利なエフェクトです。 
リターン端子から 返ってきた信号の 音色を設 

    パラメーターⅠ   パ ラメーター 2   パラメーター 3   パ ラメーター 4   

  ぺ一、 ジ ]    SNDH センドレベル ) 
Ⅰ～Ⅰ 0   ㌦ G  ( ローダイン -lH ～ ) +1 打 (dn)   HiG( ハ イ ゲイン -18 ) ～ +M(dW   LVL アウトプッレベル 0 ～Ⅰ㏄ )   

LVL( アウトプットレベル ) 
  ぺージ 2     Ⅱ 00 ～ +1 ㎝ (%) 0 ～ 1 ㎝ 

[ ぺ一，ジ 1 ] 
の SND : セ ンド端子から 出力される 昔 ユを設定します。 
の LoG  : リターン端子から 返ってきた信号の 低域を補正する ィ コラ イザ 一です。 
③ H@  : リターン端子から 返ってきた信号の 低域を補正する イ コライザ一です。 

cCrffl 
90 的に外部エフェクターを 接待する場合は．外都エフェクターは 常にオンの状態に 設定し、 9050 側でオン / 
オフを切り替えるようにしてください。 

■エフェクトモジュール 3: ノイズリダクション (ZNR) 
ズーム独自のノイズリダクションです。 エフェクトタイプは 1 種類のみです。 

l ズームノイズリダクション は NR) 

 
 

音質劣化が全くなく、 ハム昔のノイズにも 強 い 高機能な / リ スリ ダクションです。 

パ ラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 

ぺ一、 ジ Ⅰ THR い レッショルド ) FLT( ハムカットフィルタ㍉ 
off,I ～ 1 ㎝ -10 ～ 0 ～ + Ⅰ 0 

パラメーター 4 

( ぺ一、 ジ 1 ] 
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します。 周囲のノイズの 状況に応じて 仮適 な設定を行なってください。 

  

coffii ZNR はプレイモードからオートアジャスト 機能を使って 自動的に 臼 伍することも 可能です。 この 勒 合は 、 オ 一ト アジャストの 設定が 伎失 します。 また 2NR モ 、 ジュールがオフになっているときは、 オートアジャスト 投 
定役オンになります。 

■エフェクトモジュール 4: イ コライザⅡ EO] イ ラ イ ザ一系のエフェクトモジュールです。 
I 4  バンドギター E0  [4GI) 

ギターアンプ 風の 4 バンド ィ コラ イザ 一です。 ギター や べ ー スの音色補正に 向いています。 

  パラメーターⅠ パ ラメーター 2 パ ラメーター 3   パラメーター 4 Ⅱ Ⅰ ト 1 l 
  

ベージⅠ 肋 w( ロ ー     l ㏄ Hz) 
  

M@  ( ミド ノレ :400Hz) H Ⅱハイ : 2KHz) P5  ( プレゼンス : 8KHz) 
0 ～ 100 0 ～Ⅰ㏄ 0 ～ 1 ㎝ 0 ～Ⅰ㎝ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
  ベージ 2   C01 ～ 31(6,7  を除く ) 

L0w,Mid,Hi,P は，し VL NT# ， NTv,@Aft ， Bnd ・ ] ㎝～ +lW%) 0 ～Ⅰ㎝ LVL(7 ， >@h ・ T@@h@l@/l@)       
[ べ 一、 ジ 1 ] 
① Low  . 低音域 を 補正します。 
②Ⅵ d  : 中音域を補正します ， 
③Ⅱ : 高音域を補正します。 
④ P 尽 : 超高妓を補正します。 

  3  バンド EQ  [3EO)   

中音域の中小周波数を 移動できる バ ラメトリックタイプの イ コライザ一です。 

    パラメーターⅠ   パラメーター 2   パラメーター 3   パ ラメーター 4   

MdP( ミドルフレケンシ 一 ) 
  べ 一、 ジ Ⅰ№ G  ( ロ ー ゲイン -18 :1OOH （ ， + Ⅰは (dB め り HiG  ( ハイゲイン -]8 :8KH ～ +l Ⅸ め dW  MdG  ( ミドルゲイン Ⅱ 8 ～ ) +18(dW Ⅰ㏄～ 4k(Hz)   

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
  ぺージ 2   C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

№ G,HiG,MdG,MdF,LVL NT 弗 ， NTv,A 任 ， Bnd -100  ～ +  1 ㎝ (%  ) 0 ～ 1 ㎝     

( ぺ一、 ジ 1 ] 
① い G  : 低音 壌の ゲインを調整します。 " び Ⅱゼロ ) の価でフラット、 仮寓， 18dB までカット ノ ブーストできます。 
② H@  : 高音域のゲインを 調整します。 
③ MdG : 中音域のゲインを 調整します。 
の MdF : 中音域の中心周波数を 設定します。 

Gai   
+18d   M@dFTC り ucncy 

  
Fr 円 u ㏄ cy 

-18dB Lo MM ℡ 

3 バンド 巨 0 のパラメーター   
l ェンハンサー [EN Ⅲ """ 一   "1 

ダイナミクスに 応、 じて 高 域を強調する 新しいタイプの ェ ンハンサ一です。 昔の輪郭をはっきりさせる 効果が 
あ ります， 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 

ぺ --- ジ Ⅰ Dp Ⅱ デ プス ) FRQ( フレケンシ づ 
0 ～ ln0 1 ～ 10 

パラメーター 4 

LVL( アウトプットレベル ) 
0 ～Ⅰ㏄ 

D 騰 ( デステイネーション ) CTrL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
  ぺージ 2   C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

DPT ・ FRO ， LVL NTft 、 NTv ・ Aft ・ Bnd ・ 10 Ⅵ～ +10 Ⅸ %) 0 ～Ⅰ㏄ 
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[ ぺージ 1 ] 
① DpT      エンハンスⅠを 設定します。 
② FRO      エンハンス効果をかける 周波枚帯を投 足 します。 

2 バンドパラメトリック EQ[PEO] 

中心周波数や Q を可変できる、 2 バンドのフルバラメトリック EQ です。 中心周波数はオーバーラップが 可能です。 

    パラメーターⅠ   パラメーター 2 " l パラメーター 3 

LoF(a 一 フレケンシ一 ) 
  ベージⅠⅡⅠ てコ ( ロー ゲイン -18 ) ～ +18(dB)   HiG( ハイゲイン -18 ) ～ +1 ぉ (d 田 50 ～ 4k  (HZ) 

  ぺージ 2    L ㎡ 主 ( ロ ー Q)   H@Q( ハイ Q) 
0 ・ 伯 ， 0.78,2.1 軋穏 ， n.7 は ， 2 Ⅰ 

DES  ( デスティネーション )  CTL  ( コントロールソース )  RATIO  け シオ ) 
  ぺージ 3   CO1 ～ 31(6.7 を除く ) 

LoG,@ Ⅱ   G ・ LoF ・Ⅱ   F ， LVL NT#,NTv,A れ ， Bnd -100 ～ +1 ㎝ (%) 

パラメーター 4   

Ⅲ F( ハイフレケンシ づ 
お 0 ～ 8k(Hz)   

L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
0 ～ ] ㎝   

L Ⅴ LO アウトプットレベル ) 

0 ～Ⅰ㎝     
[ ぺ一、 ジ ] ] 
① L ㏄ : 低音 埋め ブースト / かソト とを設定します。 
の mG  :. 高音域のブーストノカットⅠを 設定します。 
③ LoF : 低音域の中心周波牧を 設定します。 
の mF  : 高音域の中心周波数を 設定します。 
( ぺ一，ジ 2] 
①甘皮 : 健姓部 イコライサ一の 0 を設定します。 
の H@  : 高姓 部 イコラ イサ 一の Q を設定します。 

G ュ下 [,oF  (50 一ユ kH セ ]  l 口，は 50- 一 8ki.l7.) 
+18dB 

  

-18dB  
 

 
 

 
 
 
 
バ ラメトリック EQ のパラメーター 

■エフェクトモジュール 5 : アンプ，ンミュレーターは MP] 
ギターアンプ や べースアンプの 特性をシミュレートするエフェクトです。 ライン出力のまま 録音したり、 ハ 
イファイな・ンステムで 再生するときに 便利です。 

ギターアンプシミュレーター は t 用 

ギク一 アンプのサウンドをシミュレートします。 ディスト一ション 系のエフェクトモジュールと 併用すれば、 
  ギターアンプをマイクでピックアップしたようなリアル な サウンドが得られます。 

  パラメーターⅠ   パ ラメーター 2   パ ラメーター 3   パラメーター 4   

ぺ一、 ジ Ⅰ   COLU カラ一 )   DpT Ⅱ デ プス ) 1 ～ 4   BOx( ボックス COM,CMn,STK ) 0 ～Ⅰ㎝   STR( ステレオスイッチ 而 ) ，。 "   
DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RATro( レシオ ) 

ぺージ 2 C01 ～ 31(6,7 を除く ) 
D Ⅱ ， L Ⅴ L NT# ， NTv ， Aft,@Bnd ・Ⅰ 00 ～ +1 ㎝ (%) 

LVLC アウトプットレベル ) 

0 ～ 1 ㏄ 

[ ぺ ー ジ ] ] 

① coL : 周波枕特性を 変化させます。 

      フラットな特性 2 : オールドのチューブアンプロサウンド 
コ : ハイ上がりのカラッとしたサウンド 4 : 現ィ モ m の高城 と低 域を強調したドンシヤ リ サウンド 

の BOX: ェ ンクロージャ 一の 箱 鳴りのタイプを 選択します。 COW コンパクト ) 、 CMB( コンボ ) 、 ST 刈 スタック 垂雙 積み 
スビーカⅡが 選べます。 

③ DpT Ⅰ : 箱 吐りのⅠを設立します。 数伍が 大きいほど クセ の強いサウンドになります。 
の ㎝Ⅸ :AMP 以畦の モジュールでステレオのプロセッシンバを 行なうかどうかを 設定します。 

j@a ステレオスイッチがオンのときは、 アンプのエフェクトモジュール 以降がステレオプロセッシンバになります。 

ピョ 十日 Sf.X のエフェクトモジュールを 使用する軒合は、 ステレオスイッチのパラメーターは 無効となります。 

28  第 6 車 エ フェクトタイプとパラメーター 



  

l べースアンプ・ンミュレーター [BS 川 

 
 

べースアンプのサウンドを、 シミュレートします。 

/ て ラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ ー ジ l COL( ヵラ 一 ) BOX( ボックス ) DPT( デ プス ) STR( ステレオスイッチ ) 
t ～ 4 COM.@CMB,@STK 0 ～ lm   

DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース ) RATIO( レシオ ) 
ぺージ 2 

LVL( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

DPT,@LVL パ T#,NTv,A 氏 Bnd ・ 1 ㎝～ +lW%) 0 ～Ⅰ㎝ 

[ ベージ 1] 
① coL : 周波数 特 佳を変化させます。 

      フラットな特性 2: 中低 珪を強弗 した 五 めのサウンド 
3: 牛蛙 にクセ のあ るオールドのチューブベースアンプ 風 サウンド 4: 現代風の高姓 と 佳城 を強 典したドンシャリサウンド 

② BoX : ェ ンクロージャ 一の 箱 鳴りのタイプを 選択します。 
③ D 耳 : 箱 鳴りの コ を設定します。 
① STR :AMP 以降のモジュールでステレオのプロセッシンクを 行なうかどう・かを 設定します。 

@@m エフェクトモジュール SFX を使用する場合は、 ステレオスイッチのパラメーターは 無効となりますっ 

■エフェクトモジュール 6 : エフェクト 1 に 旺 Ⅱ 
このモジュールには 13 種類のモノラルエフェクトが 含まれています。 

l ピッチシフター [ ⅡⅡ 

上下 1 オクタープの 範囲で、 エフェクト昔のピッチを 変えるエフェクトです。 

    パ ラメータⅡ   パラメーター 2   パラメーター 3   パラメーター 4   
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I フェイズ (PH 川 

 
 

ウォー ム な音色を持つフェイズサウンドです 0 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ一、 ジ Ⅰ DPT  ( デ プス ) SPD( スピード ) PK  ( ピーク ) LVL( アウトプットレベル ) 
0 ～ 100 0 ・ 1 ～ 10(H め 0 ～ 1 ㎝ 0 ～ 1 ㎝ 

D 榛 ( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース ) RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C01 ～ 3](6,7 を除く ) 

DPT,@SPD.@D+S.@LVL NT#,@NTv,@Aft.@Bnd - Ⅰ㎝～ +1W%) 0 ～Ⅰ㏄ 

[ ぺ一，ジ ] ] 
ODPT : 変調の深さを 設定します。 数値 が 大きいほど音色の 変化が激しくなります。 
② SPD : 変調の周期を 設定します。 0 ， iHz 単位で設定できます。 
③ PK  : サウンドに クセ をつける パ ラメータ一です。 
④ LVL : モジュールの 出力レベルです。 

① [ ぺージ D 騰 2] : 。 D お " を 選べば、 デ フスと スピードの両方にモジュレーションをかけることができます。 
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フランジャⅡ FLG] 
而 いのあ るさわやかなコーラスから 強烈なフランジンバサウンドまで、 多彩なエフェクトを 作り出すフラン 
ジャ一です。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パ ラメーター 4 

ベージ ] DPTr.( チフス ) SPD  ( スビード ) F,BC フィードバック ) 
0 ～ 10 粧 0.1 ～ 10(H め MAN( マニュアル 0 ～Ⅰ㎝ ) ・ (ms) ・ 兜 ～ +98 

DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ぺ一、 ジ 2 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

DPT,@SPD,@F ・ B,@S+F ・ LVL NT#.@NTv,@Aft,@Bnd ・ 1 ㎝～ +1 ㎝ (%) 0 ～ 1 ㏄ 

1 ぺージ 1 ] 
ODPT  : 至 輯の深さを 投 立します。 数伍が 大きいほど音色の 変化が激しくなります。 
の SPD  : 変 弗の周期を 0,IHz 単位で投 立 できます。 
③は AN: ディレイタイムを lms 単位で設定します。 ダイレクトサウンドが 人力されてからモジュレーションを 開始す 

るまでの時間を 決めます。 の F,B  フ ドバックのⅠを 設定します。 数値が大きいほど 山 ( 強調される周波 牧 ) と谷 ( 打ち消される 周波数 ) の段差 
が 大きくなります。 マイナスの伍では、 山と谷が逆になります。 

[ べ一 ・ ジ 2] 
(DD 雙 : 。 S.F, を 選べば、 スビード と フィードバツ ク の両方にモジュレーションをかけられます。 

  

コーラス [CHO] 

操作のシンプルなモノラルコーラスです。 変調のスピードがあ らかじめプリセットされていますので、 簡単 
な操作で美しいコーラスサウンドが 得られます。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パ ラメーター 3 パラメーター 4 

べ一ジ l DPT( デ プス )   MIX( エフェクトミックス )  LVL0 アウトプットレベル ) 
0 ～Ⅰ㎝ 0 ～ 1 ㎝ 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RAT]O( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
ベージ 2 C ㎝～ 3](6,7 を除く ) 

DPT,@MIX,@LVL NT 井 ， NTv,A れ ， nnd -100 ～ +1 ㎝ (%) 0 ～Ⅰ㎝ 

① [ ぺージ DPT: 1] 至 調の森さを設定します。 数値が大きいほど 音程の変化が 大きくなります。 
③ MIX : エフェクト肯のミックスⅠを 設立します。 
の D 灯 ， : モジュールの 出力レベルです。 

オートワウはⅦ 朋 

ビッキンバの 強さに応、 じて ワウのかかる、 シンプルなオート 79 です。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ベージ l SNS( センス ) MAN( マニュアル ) PK  ( ピーク ) TRG( トリガ づ 
1 ～ 1 ㎝ Ⅰ～ 1 ㎝ 1 ～ 10 P 向 lP ㏄ 

DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L(. コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
ぺージ 2 

L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
C ㎝～ 31(6,7 を除く ) 

SNS,@LVL NT 廿 ， NTv,A れ ， nnd ， 1 ㎝～ +1 ㎝ ( 俺 ) 0 ～Ⅰ m 

Ⅰぺ (DSNS:  ー ジ ]                             拉枯が 大きいほど弱いピッキンバでもワウ 効果が待られます。 
OMAN: ワウのかかる 旺 低周波枚を設定します。 楽器やフレーズに 合わせてぬ 韓益 するといいでしょう。 
③ P Ⅹ : 伍を大きくするとワウ 効果のかかっている 周波数で強く 共振します。 
の TRG : オートワウがどの 段落で帝土変化を 検出するかを 社主します。 " げダ でインプットの 信号、 。 p ㏄ " でアン 

プの エフェクトモジュールの 音 コま 牝を検出します。 

川 オートワウをコンプレッサ ー ソディスト一ション 系のエフェクトモジュールを 併用すると、 レベルが均一と なるためにオートワウ 効果が群れることがあ ります。 こんな 埋 合は ト リガ一を "pre" に 鞍走 すれば、 エフ エ 
クト処理される 前のダイレクト は 号でオートワウの ト リガ 一 がかかるため、 コンプレッサ ー ソディスト一 シ 
コ ンを ぬ した信号に ビ ッキンクの強弱に 応じたオートワウを 加えることができます。 

Trl 窩 Ⅰ 
'"' 一 Trigger=pre T Ⅱ 

  
co Ⅱ P. 八神 P AUTO@WAH   AuTo  w 八 Ⅱ 

オートワウの ト リガ 一 検出 

さ 0  第 6 車 エ フェクトタイプとパラメーター 



  

l クライ 山 R Ⅱ 
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ぺ
 

ト一キンバモジュレータ 一風に音色が 変化する、 ユニークなオートワウです。 

パ ラメーターⅠ パラメーター 2 パ ラメーター 3 パラメーター 4 

SNS  ( センス ) DIR  ( テ レクション ) TRG( トリガ一 ) LVL( アウトプ ソト レベル ) 
1 ～ 1 ㎝ dlWl,up p ア e)P0s 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション ) CTTL( コシトロールソース ) RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

SNS,@DIR,@LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd ・Ⅰ㎝～ +1 ㎝ (%) 0 ～Ⅰ㏄ 
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メタリック ( Ⅱ ED   

ダイレクト昔に オシ レータ一の AM 変調 ( リングモジュレーション ) をかけることにより、 不規則なハーモニク 
スを発生させて 金属的な響きを 作り出すエフェクトです。 さらに オシ レーター自体にも LFO による周波数 変   
謂 ( ビ プラート ) をかけることもできます。 

y て ラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ ー ジⅠ FRQ( フレケンシ一 ) MOD( モジュレーション デ プス )SPD( スピード ) BAL( バランス ) 
1 ～ ] ㎝ 0 ～ 1 ㎝ 0 ・ 1 ～ 10  (H め 0 ～ 1 ㏄ 

D 億 ( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( ワ シオ ) 
べ一ジ 2 

Lv Ⅱアウトプットレベル ) 
FRO,@MOD,@SPD, C ㎝～ 31(6.7 を除く ) 
BAL,@LVL,@M+S NT#,@NTv,@Aft,@Bnd -1 ㎝～ +1W%) 0 ～ 1 ㏄ 

[ ベージ 1 ] 
OFRO  : 変調用の オシ レータ一の周波数を 設定します。 
② MOD : LFO による オシ レータ一の周波数変乱の 深さを設定します。 
③ SPD  : ⅠⅠ 0 による変化スビードを 設定します つ 

  

[ ぺ一，ジ 2] 
OD ぶ     "M+S" を選ぶと、 Ⅰ F0 のモジュレーションデ フスと スピードの両方をコントロールできます。 

  
片 ㏄ qu ㎝ ワ Modula[@on 

0sclL 』八丁 0R 

INPUT 
RING 
MODULATION OUTPUT 

メタリックの パ ラメーター 

I ダブリン 列 DBLl 

 
 

ダイレクト昔にⅠ㏄ ms 以内のショートディレイを 重ね、 2 ～ 3 人の奏者が演奏しているような 厚みをつけるエフ 
ェクトです。 タップ 1 と タップ 2 の 2 系統のディレイが 使用できます。 

    パラメーターⅠ   パラメーター 2   パラメーター 3   パラメーター 4   
  TL2( タップ 2 レベル ) 

  。 - ヵ   ドけ ", 元 ( ょお 。 ",,   TL Ⅰ ( タク プ Ⅰレベル ) 0 ～ 1 ㎝   TT2( タップ 2 タイム 1 ～ ) ] ㎝ (rns) 0 ～Ⅰ㏄   
ぺージ 2 

  

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

TL1.TL2.L12.LVL NT#.@NTv ， Aft,@Bnd - Ⅰ 00 ～ +1 ㎝ (%) 0 ～Ⅰ㎝ 

[ ぺ一、 ジ ] ] 
OTTrl : タップⅠのディレイタイムです。 
の TLl : タップⅠのディレイ 昔のレベルです。 
③Ⅰ 亜 : タップ 2 のディレイタイムです。 
の TL2 : タップ 2 のディレイ昔のレベルです。 

[ べ 一、 ジ 2] 
の D 騰 : " い 2" を選ぶと、 タップⅠ /2 のレベルを同時にコントロールでさます。 
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  パラメーターⅠ パラメーター 2     パ ラメーター 3   パラメーター 4 

ぺ一，ジ Ⅰ Ⅰ WQ( フレケンシ一 ) F.BC ブ イードバック )   Ⅲ D( ハ イ ダンプ ) MIX( ミックス ) 
20 ～ 2k  (H め ・ 98 ～ + 姐 0 ～ 労 ・㏄～ +98 

DES( デスティネーション ) CTrL( コントロールゾース )  RATIO( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

FRQ,F.B,HlD,MIx,LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd 0 ～Ⅰ㏄ 

[ べ一，ジ 1 ] 
① FRQ : 基本目下牧を 設定するパラメータ 一です。 
② F 田   : フランジャ一のフィードバックⅠです。 ここでは共振の 強さを設定する パ ラメーターとして 働きます。 マイナ 

ス 側では山と谷が 逆になります。 
③Ⅲ D  : フィードバックするときに 高 埋を減衰させるⅠを 設定します。 
④ MIX : エフェクト 昔と ダイレクト昔のバランスを 拘 推します。 マイナスの値ではエフェクト 昔の位相が逆になります。 

メ弗 
フ ドバックを十分上げて、 リアルタイムモジュレーションで "FRQ" をコントロールすれば、 「ゆら ざ 」 
0 部分をマニュアルでコントロールできるフランジャーとしても 使用可能です。   

l トレモロ㎝ m]   

多彩な効果を 持つ、 トレモロエフェクトです。 

    パラメーターⅠ   パラメーター 2   パ ラメーター 3   パラメーター 4   

べ一，ジ Ⅰ DpT Ⅰ ( デ プス ) SPD( スピード ) WFC ウェープフォーム ) EDG  ( エッジ ) 
0 ～ 1 ㎝ 110 ～ 20  (Hz) Tri,@STd,@S ， ni 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション ) CTrL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

DPT,@SPD,@EDG,@LVL NT#,@NTv,@Aft,@End ・ 100 ～ + Ⅱ 鵜 (%  ) 0 ～Ⅰ㏄ 

[ ベージ ]   
① D Ⅱ : トレモロ効果の 深さを設定します。 
の SPD  : トレモロのスピードを 設定します。 
③ WF  :  トレモロの波形を 選択します。 丁 ri( 三角波 ) 、 STd( 臣 Ⅶ Too 由 down ヰ下向きのこきり 波 ) 、 STu( 蒲 w  Too 出 up Ⅰ 

上向きのこざり 波 ) が 選べます。 
の EDGC : このパラメータ 一の佃を上げて い くと、 トレモロ波形がっぶれて 台形になります。 昔が プッ 切りになるような 

強力な効果が 得られます。 

"""d レ vd 

。 ""0 - T ㎞。 EDC.50 T 。 " 。 

トレモロの各波形 / エッジの効果 

l オクターブ [ ㏄Ⅰ 

ダイレクト昔に 2 オクタープ下の 音を加える エ フ エクト です。 

パラメーター ] パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ ー ジⅠ 肋ヮ ( 亡 コーレベル ) Dm( ダイレクトレベル ) LVL( アウトプットレベル ) 
0 ～Ⅰ㏄ 0 ～Ⅰ㏄ 0 ～Ⅰ㏄ 

DES( デステイネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
ベージ 2 

L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

LO Ⅵ DlL,L Ⅴ L NT 弗 ，Ⅳ Tv,A 皿 ， nnd ・Ⅰ㎝～ +1 ㎝ (%) 0 ～ 1 ㏄ 
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  ペダル ワウ [PW 川     
リアルタイムモジュレーション 専用のワウです。 オプ・ ンョンの フットコントローラー FC50 と エクスプレッシ 
コンペダル FPOU を使えば、 ベ ダルワウ効果が 得られます。 

パラメーターⅠ パ ラメーター 2 パラメーター 3 パ ラメーター 4 

ベージ l FRQ( フレケンシ一 ) LVL( アウトプットレベル ) 
1 ～ 1 ㎝ 0 ～Ⅰ㏄ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
ぺ一、 ジ 2 

LVL( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

FRQ,@LVL NT# ， NTv.@Aft,@Bnd - Ⅰ㏄～ +1 ㎝ (%) 0 ～Ⅰ㎝ 
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@  スローアタッ 列 SLO)   

ピッキンバのアタッバ 昔を抑え、 ゆるやかな立ち 上がりをつけるエフェク ト です。 ボリューム奏法による 持 
続 音的なサウンドが 簡単に得られます。 

パラメーターⅡ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

べ 一、 ジ Ⅰ ATK( アタックタイム ) SNS( センシティビティ 一 ) LVL( アウトプットレベル ) 
0 ～ 100 1 ～ 1 ㎝ 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C0] ～ 31(6.7 を除く ) 

ATK ， LVL NT# ， NTv ， Aft ， Bnd ・ 1 ㎝～ +]00  (%  ) 0 ～Ⅰ㏄ 

  

( ベージ ] ] 
① ATK : アタック昔の 立ち上がる時間を 設定します。 佃が大きいほど 立ち上がりが 近くなります。 
② SNS : ビッキンバを 検出する感度を 設定します。 値が大きいほど 悪度 が高くなります。 

■エフェクトモジュール 7 : エフェクト 2(EFF2) 
このモジュールには、 ステレオエフェクトを 含む ¥W 種類のエフェクトが 用意されています。 

  

ピッチシフタイ [PT2] 

 
 

EFFl のビッチシフター (PIT) にプリディレイのパラメーターを 加えたエフェクトです。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パ ラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ ー ジⅠ PIT( ビッチ ) FINC ファイン ) PDl( プリディレイ ) BAL( バランス ) 
-12 ～ +12  ( 半音 ) -50 ～ +50( セント ) 0 ～ 朕 Ⅵ (ms) 0 ～ 1 ㏄ 

DES( デスティネーション ) CTTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C0] ～ 31(6,7 を除く ) 

PIT,@FIN,@BAL ， LVL NT# ， NTv ， Aft ， Bnd -100 ～ + Ⅱ 0(%  ) 0 ～Ⅰ㎝ 
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l フェイ ス 2  [PH2]   

E 汗 l のフェイ ズと 同タイプのエフェクトです。 
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1 フェイズ 3[PH3] 
  

ステレオ出力の フヱイズ シフタ一です。 

    パラメーター ]   パラメーター 2   パラメーター 3   パラメーター 4       
べ 一、 ジ Ⅰ DpTr( デ プス ) SPD( スビード ) LVL( アウトプットレベル )   

0 ～ 1 ㎝ 0 ・ 1 ～ 10(H め 0 ～Ⅰ㎝   

LVL( アウトプットレベル ) 

  0 ～Ⅰ㎝ 

[ ぺ一，ジ 1 ] 
ODpT Ⅰ : 至 何の深さを設定します。 牧伍が 大きいほど音色の 変化が激しくなります。 
の SPD : 変調の周期を 設定します。 0 ． lHz 単位で設定できます。 
の LVL : モジュールの 出力レベルです。 

  

コーラス 2[CH2l 
  

かかりの 深い 、 濃密なモノラルコーラスです。 EFFK のコーラスとは 異なり、 変調のスビードもプロバラムで 

きます。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

べ 一、 ジ Ⅰ DPT Ⅰ ( デ プス ) SPD( スビード ) MIX( エフェクトミックス )  LVL( アウトプ ソト レベル ) 
0 ～ 100 0 ・ 1 ～ 10  (Hz)   0 ～ 1 ㎝ 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

DPT ， SPD,@MIX ， LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd Ⅱ 00 ～ +1 ㎝ (%  ) 0 ～ 100 
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l コーラス 39H3] 
空間的な広がりを 感じさせる、 ステレオコーラスです。 パラメーク一の 内容はコーラス 2 と同棟です。 

  

フランジャー 2[F ⅠⅠ 

マニュアルの 可変範囲を広くと       ラ     ジングディレイとしても 使用可能なエフェクトです。 

パラメーターⅠ パ ラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ一、 ジ Ⅰ DpTr( デ プス ) SPD  ( スピード ) MA Ⅲマニュアル ) K 出 ( フィードバック ) 
0 ～Ⅰ㎝ 0 ・ 1 ～ 10  (H り   1 ～ g(w](ms) ・ 兜 ～ +98 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) WL( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

DPr,SPD,F.B,S+ Ⅱ LVL NT#,NTv,A れ ， nnd -100 ～ +1 ㎝ (%) 0 ～ 1 ㏄ 

1 ぺ一，ジ ]] 
OD Ⅱ : 至 ぬの深さを設定します。 
OSPD  : 至弗 の 周 m を設定します。 
③ 比 Ⅱ れ ・ ・アイ ロ レイタイムを lms 単位で投 た します。 % 高 的 Oms まで延長できます。 の F.B  Ⅰ ドバックの ユ を設定します。 
[ ぺ一、 ジ 2] 
OD 億 : "S+F 。 を選べば、 スビード と フィードバックの 両方をコントロールできます。 

J@J マニュアルの 佃を 300ms ～㏄ Oms 程度に設定すれば、 フランジンクのかかったディレイとして 使用できます。 

@  クラ イ 2  [CR2l   
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I トレモロ 2 ⅠⅠ R2]   

EFFl のトレモロと 同じタイプのエフェクトです。 

@  ステップ (S7P] 

 
  
 

ぺ
 

。
 
2
 
一
ン
 

ぺ
 

サンプル & ホールド 椴能で オートアルベジオ 的な効果を作り 出すエフェクトです。 

パラメーターⅠ パ ラメーター 2 

DpTTo デ プス ) 
Ⅰ～ ]00   FRQ( フレケンシ一 1.0 ～ ) 10(Hz) 

  

D 醸 ( デスティネーション )  CTL( コントロールソース ) 
を除く ) 

DPT,@FRQ,@SPD,@LVL NT# ， NTv,@AFL@Bnd 

パラメーター 3 

 
  
 
w
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RATIO  (  レシオ ) 
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[ ぺ一，ジ 1  ] 
① DPT : 変調の深さを 設定します。 数倍が大きいほど 音程の変化幅が 大きくなりまず。 

  

になります。 
の LVL : モジュールの 出力レベルです。 

1 オートパンポット [PAN] 

 
 

 
 

2
 

シ
ジ
、
，
 
 
 

 
 ぺ
ぺ
 

ステレオのオートバンポットです。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

DPT( デ プス ) SPD( スピード ) WL( アウトプットレベル ) 
0 ～Ⅰ 00 0 ・ 1 ～ ]0(H れ Ⅰ 0 ～ 1 ㎝ 

DES.( デスティネーシコン )  CTL( コントロールソース )  RAT[O( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

DPT,SPD, し Ⅴ し NT# ， NTv ， Aft ， Bnd 0 ～ 1 ㎝   
[ ぺージ 1 ]   

ODpT : 変調の深さを 設定します。 
② SPD      パンボットのスビードを 設定します。 
の LVL      モジュールの 出力レベルです。 

P"" 
レ Ⅱ 

  Ⅲ mc 

  
"i 。 。 ト " 

オートバンボット 

卿 このエフェクトは、 ルーテインバがパラレルのときにはトレモロになります。 詳しくは 12 ぺージなご 丘 くだ 

l ディレイ (DEU 

 
 

ディレイタイムを 1000ms まで設定できるロングディレイですむまた、 オプションのフットコントローラー 
8050 をⅠ 吏用 すれば、 テンボに合わせて ぺ ダルスイッチを タッ ビンバすることによって 曲にマッチ した ディレ ム イ タ イ を設定することも 可能です。 詳しくは 8050 のマニュアルをご 参照・ください。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

(ms) R.B( ブ イードバック ) Ⅲ D( ハイダンプ ) 
0 ～ 兜 ぺ --- 、 ジ Ⅱ TIM4( タイム 0 ) ～ 1 ㎝ (X  Ⅰ OmS Ⅰ 00 ～ 9.g(X  Ims) 0 ～ 99 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース ) RAT.I0( レシオ ) B;AL( バランス ) 
ぺージ 2 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

R Ⅱ， nAL,TlM NT# ， NTv,@Aft ， End ・ 100 ～ +100  ( 吻 ㍉ Tap 0 ～Ⅰ㏄ 

[ ぺ ー ジ 1 ] 
① TIM  : ディレイタイムを l0mS 単位で設定します。 
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③ [ べ 1 RATTIO: ジ 21 デ スティネ ，一 ションが "nM" のときにⅡ ap" が表示されます。 

卸 

  

r エコー (EC  H) 

 
 

シンプルな操作で 複雑なエコーパターンが 作れるステレオ ユコ 一です。 2 系統のフィードバックラインを 備え 

ています。 

パ ラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

べ 一、 ジ Ⅰ LT  ( レフトタイム ) FBTC フィートノ くッ クタイム )  RT( ライトタイム ) F. Ⅱ ( フィードバック ) 
l  (ms Ⅰ～ IS Ⅰ (ms) ～ lS Ⅰ く mS) ～ IS 0 ～ 98 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) BAL( バランス ) 
ぺージ 2 C0] ～ 31(6,7 を除く ) 

F.n, Ⅱ AL NT# ， NTv,@Aft,@Bnd 0 ～Ⅰ㏄ 

( べ一，ジ ]] ① LT  : 左 チャンネルのダイレクト 昔 と最初のディレイ 昔の間隔を設定します。 またそれに続く フ ドバックの りビ 
一ト問 旺 を設定します。 

の FBT : も う Ⅰ系統のフィードバックのリピート 間隔を設定します。 
③ RT  : 右 チャンネルのダイレクト 昔と杜 初 め ディレイ昔の 間旺 を設定します。 
の F.B  : 2 系統のフィードバックのリピートコを 設定します。 

OUTPUT 
FE 三 D 臼 ・ ACK (LEFT) 

  
INPUT   Ⅰ 丁 

FBT 

FEEDBACK OuTpuT 
旧 IG Ⅱ り 

エコ一のダイアグラム 

■エフェクトモジュール 8 : スペシャルエフェクト [SFX] 

このモジュールでは、 一般のエフェクト 概念を超えた、 シンセサイザー 的で複雑な効果が 得られます。 斬新 
な スペシャルエフェクトが 10 種類用意されています ， 

舌 。 SFX モジュールと E ア Fl 、 EFF2 のモジュールは 同時には使用できません。 已 YPASS キ 一でこのモジュールを オ ン にすると、 巨 FFl 、 三 FF2 のモジュールは 自動的にオフになります。 逆に EFFl または EF Ⅰ 2 をオンにすると 
SFX が 自劫 的にオフになりま・ す 。 

ハーモナイ ズド ピッチシフター [HP 鋤 
    1 

  スケール ( 音階 ) を指定してダイアトニックのハーモナイスができる、 ギター専用のインテリジェントなピッチ 
シフタ一です。 

パラメーター「 パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ一、 ジ Ⅰ KEY( キ 一 ) INTr( インターバル ) PIT( ピッチ ) BAL( バランス ) 
C,C*.D,D*,E,F,F*,G,G 先 A,A*,B  2nd,Ma3,Mi3,4th,5th,6th,7th 。 p,dW" 0 ～Ⅰ㎝ 

ぺージ 2 TRKO トラッキンバ ) WL( アウトプットレベル ) 

1,2 0 ～Ⅰ㏄ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ベージ 3 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

BAL ・ LVL NT#,@NTv,@Aft ， Bnd - Ⅰ 00 ～ + Ⅴ め (%  ) 0 ～Ⅰ㎝ 
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[ べ一ジ 1 ] 

  

の BAL      ダイレクト ト 昔のみになります。 昔と エフェクト昔のバランスを 設定します。 "0"( ゼロ ) でダイレクト 昔のみ、 "1 ㏄。 でエフェク 
[ ベージ 2] 
① TRK: 適切な動作を 行なうよう調節します。 

  

KEY 吉 C,INT=Ma3,PIT Ⅰ up 

D 廿 ect 

Effect 

ハーモナイスの 例 

 
 

アドバンスドフランジャーは FU 

 
 

  
人力信号から ト リガ 一 を検出し、 1 音Ⅰ昔に対して E 鎖ェン ベロープジェネレータ づ で変化をつけるシンセサイ 
ザー的なフランジャ 一です。 デ フスや スピードに対して 入力信号から ト リガ 一 を検出し、 昔の立ち上がりで ゆ 
づ くりの変調だったものが、 時間とともに 早くなっていったりするような 効果をつけることがで・きます。 

パラメーターⅠ パ ラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ一，ジィ DPT( デ プス ) SPD  ( スピード ) EGD(EG+ デ プス ) EGS(EG+ スピード ) 
0 ～ 1 ㎝ 0 Ⅰ～ 叩 (Hz) -98 ～ +98 46 ～ + 弼 

F.BC ブ イードバック ) U Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
ぺ一、 ジ 2  TDK( トリガーディレイ 0(ms) )  ㍉ S EGt(EG タイム ) 1 ～ 1 ㎝ -98 ～ +98 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション ) CTTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) LVL( アウトプットレベル ) 
ベージ 3 Cml ～ 31(6,7 を除く ) 

DPT,@SPD,@EGt@F ・ B,@LVL NT#,NTv, 八皿， Rnd Ⅱ㎝～ +] ㎝ (%) 0 ～Ⅰ㏄ 

す
ま
 

。
す
 

ま
め
 

央
 
)
 
め
 
3
%
 

を
 

を
さ
 

さ
深
 

深
る
 

6
 け
 

 
 一

一
こ
 

4
 ド
 

ャ
ヤ
ス
 

ジ
 ジ
 ブ
ピ
 

ノ
 ン
デ
ス
 

ラ
 ラ
 の
の
 

フ
フ
 一
一
 

る
る
 ヤ
ャ
 

な
な
 
ジ
ジ
 

と
と
 
ノ
 ン
 

本
本
 
ラ
 ラ
 

]
 エ
基
フ
フ
 

 
 

 
 

  

す
 
。
 

ま
 
 
 
設
定
 

を
 
窩
 
『
 
手
打
 

 
 
の
 
で
 
ま
 
 
 
 
 
上
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
    ベンドコーラス (Bnd) 

  

人力信号から ト リガ 一 を検出し、 1 昔 @ 音に対して音程をべンディン グ するエフェクトです。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パ ラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ一，ジ Ⅰ DP Ⅱ デ プス ) BTm  ( ベンドタイム ) BA し ( バランス ) LVL( アウトプットレベル ) 
-9% ～ +9 は 1 ～ 1 ㎝ 0 ～ Im 0 ～Ⅰ㏄ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

DPT,@BTm,@BAL ， LVL NT#,@NTv,@Afl ， Bnd ・ ] ㎝～ +1 ㎝ ( 妬 ) 0 ～ 1 ㎝ 

[ ぺ一、 ジ 1 ] 
ODPT : ベンドの 幅 と方向を決定します " プラスの値で 音程が上に、 マイナスの値で 下に変化します。 
②Ⅰ Tm : 音程が上がりきる ( または下がりきる ] までの時間を 設定します。 
③ BAL : ダイレクト 昔と エフェクト昔のバランスを 設定します。 
の LVL : モ 、 ジュールの出力レベルを 設定します。 
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ピッキンバモジュレータⅡ PlC]   
ピッキンバする 1 音 1 音に ヌォ してリングモジュレーションがかかる エ フエクトです。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パ ラメーター 3 パラメーター 4 

べ 一、 ジ Ⅰ FRQ( フレケンシ一 ) DEC( ディケイタイム ) 2 円 (2nd 変調ディレイ ) 2Rt(2% 変調ライスタイム ) 
1 ～ 1 ㎝ Ⅰ～ 1 ㎝ 0  く ms) ～ ・ lS 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション ) CT Ⅰ L( コントロールソース )  RAT]O( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
ぺージ 2 C0] ～ 31(6,7 を除く ) 

FRQ,@DEC,@2Rt,@LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd ， ] ㎝～ +1 ㎝ (%) 0 ～ 1 ㏄ 

[ ぺ一，ジ ] ] 
① 百 ℡ Q : 至 現用の オシ レータ一の周波敦を 設定します。 
の DEC : ピッキンバしてからモジュレーションが 解除されるまでの 時間を設定します。 
③ 2 州 : 百蛮 臆 がかかるまでの 時間を設定します。 
① 2Rt : 再変弗の立ち 上がり速度を 設定します。 "0 Ⅱゼロ ) のときには再変調なしになります。 

I スーパークライ [SCR]     
EFFL 、 EFF2 に含まれるクライに 改良を加えたエフェクトです。 ボ コーダー並みのクリアな 効果を簡単に 得ら 
れます。 

パ ラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パ ラメーター 4 

ぺ ー ジ . pTN( パターン ) LVL( アウトプットレベル ) 
l ～ 5 0 ～Ⅰ㎝ 

DES( デスティネーション ) CTTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
ぺージ 2 

LVL( アウトプットレベル ) 
C ㎝～ 31(6.7 を除く ) 

㌣ⅠⅡ ， L Ⅴ L NT#,@NTv.@Aft,@Bnd 0 ～Ⅰ㎝ 
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ボ マ一 (BO 冊 

ピッキンバする 1 音 1 音に対して 榛 発音を発生する、   愉快なエフェクトです。 

パラメーターⅠ パ ラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ ー ジ l TRG( トリガ一 ) pT Ⅰ N( パターン ) DE 巳 ディケイ ) 甘 AL( バランス ) 
mut,@in 1 ～ 3 1 ～ 1 ㎝ 0 ～Ⅰ㎝ 

DES( デスティネーション ) CTrL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
ベージ 2 

L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
C ㎝～ 31(6.7 を除く ) 

RG,@PTN,@DEC,@BAL,@MAN NT#,@NTv,@Aft,@Bnd ・ ] ㎝～ +1 ㎝ (%) 0 ～Ⅰ㏄ 

[ ぺ一，ジ 1 ] 

OTRG: このパラメーターが "mut" のときには、 トリガ 一 が検出されません。 フットコントローラⅡ㏄ 0 などで、 リ 
アルタイムコントロールするときに 便利です。 

の町 N : 毎襄甘 の音色を % 化させます。   
[ ぺ一 ・ ジ 2] 
① D 跨 : 。 MAAN, をにぶと、 レシ オ に 閉係 なくコントロールチェンジのバリューが㏄ 以下から 64 以上になった 時点で 

Ⅰ 尭 甘が出力されます。 

回 楽器の演 安 とは無功 係に笘発 宙を発生させたい 軒合は、 トリガ一 な "mu げ 、 デスティネーションを "MAN"   
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1  ・ンタールに 1 Ⅱ 
シタールサウンドをシミュレート じたヱ フェク ト です 0 

バ ラメーター「 パラメーター 2 パ ラメーター 3 パ ラメーター 4 

ぺ ー ジ l  DPT( デ プス ) RES( レゾ ナンス ) LVL( アウトプットレベル ) 
0 ～ 10 0 ～Ⅰ 0 0 ～ 1 ㎝ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RA Ⅲ 0( レシオ ) 
ぺ一、 ジ 2 

L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
C0 Ⅰ～ 31(6,7 を除く ) 

DPT,@RES,@LVL NT#.@NTv,@Aft,@Bnd Ⅰ㎝～ +100  (%  ) 0 ～ 1 ㏄ 

[ ぺ一，ジ 1 1 
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/ て ラメーター「 パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ一、 ジ Ⅰ T Ⅰ 丁ヤ 1  ( タイム ) (ms) F.BC フィードバック ) PAN( パンニンバ ) 
0 ～ 1 ㎝ (X Ⅵ ms) 0 ・ 0 ～ 9.g(X  ]ms)   0 ～ 兜 0%,on 

ぺージ 2  P Ⅱ ( ピッチ ) FINC ファイン ) DUK( ダッキンバデプス )  BAL( バランス ) 
-12 ～ +12( 半音 ) -50 ～ +50( セント ) 0 ～ 1 ㎝ 0 ～Ⅰ㎝ 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
ベージ 3 

L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

TIM,@DUK,@BAL ， LVL NT# ， NTv ， Aft ， Bnd -1 ㎝～ +100  (%  ),Tap 0 ～ 100 

1 ぺ ー ジ 1 ]   
OTIM  :0 ～Ⅰ㏄ディレイタイムを 旧 ms 単位で設定します ， 
② (ms) : ディレイタイムを 0.lms 単位で設定します。 
③ F.B  : ディレイのリビート 三を設定します。 
④ PAN : "on" にすると、 右 、 左と ディレイ昔が 2 回になります。 このとき右側のディレイタイムは 設定位の 1/2 になり 

  ます。 

[ ぺ一、 ジ 2] 
① p は : フィードバック 昔のピッチシフト ユ を半音単位で 設定します， 
② FIN  : ピッチシフト 丘をセント ( 半音の 1/1 ㏄ ) 単位で 微 調整します。 
③ DUK : ダッキンバ効果の 深さを設定します。 "1 ㏄ " に設定すると、 ダイレクト昔が 鳴っている 問 ディレイ昔が 完全 

にミュートされます。 
① BAL      ダイレウト 昔と エフェクト昔のバランスを 設定します。 叫ぜロ ) でダイレクト 昔のみになります。 

 
 

リバーブ 十 ダッカ ー ( 帥 D] 

ダイレクト音が 鳴っている冊はリバープ 甘が出ず、 ダイレクト音が 途切れたときにリバープ 昔が 響 く効果で 
す 0 ロングリバープ 吉によって 早 叩きフレーズがぼやけるのを 防ぎます 0 ダッキンバ効果を "0" ( ゼロ ) に 設 
志 して REV モジュールと 細み合わせ、 密度の濃いリバープを 作ることも可能です。 

    パラメーターⅠ   パ ラメーター 2   パラ・メーター 3   パラメーター 4   

  Ⅲ C( ハイカット ) 
  ぺ一、 ジ Ⅰ   RvT( リバープタイム 0 ・ 5 ～ ) W(s)   PD@( フィードバック 0 ～ 100  ) (ms) 0 ～ 1 ㎝   MIX( ミックスレベル ) 0 ～Ⅰ㎝   

  ぺージ 2    SNS( ダ 7 キングセンシティビティ 1 ～Ⅰ 00  )  DUK( ダッキンバデプス 0 ～ ) ] ㎝   WL( レベル ) 0 ～Ⅰ㎝   

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) L Ⅴ L( アウトプットレベル ) 
  ぺージ 3   C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

RvT ， DDK ， MIX ， LVL NT#,@NTv,@Aft,@Bnd -100 ～ キ ⅠⅨ )(9 ら ) 0 ～Ⅰ㏄ 

[ べ 一、 ジ 1 ] 
① RvT  : リバープタイムを 設定します。 
② PDl : プリディレイタイムを 設定します。 
③Ⅲ C  : リバーブ昔の 葛城 を カットする深さを 設定します。 
④ MIX : リバーブ昔のミックス 星を設定します。 
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[ ぺ一、 ジ 2) 
① SNS  : ダッキンバ効果の 患度を設立します。 
の DL Ⅸ : ダッキンバ効果の 深さを設定します。 

に ミュートされます。 
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ロータリースビーカーをシミュレートするエフェクトです。 コライザー と親み 合わせれば、 さまざまなバリエーショ ク を作り出すことができまず。 オーバードライプ や アンプシミュレー ぺージ 1 で / 
回転スピードを、 ベージ 2 で切り替え           転 スピードを個々に 設定し、 FC50 などの外部構器から 切 
ことができます。 

    パラメーターⅠ 

NormalSp ㏄ d) 
  べ 一、 ジ Ⅰ   ( ノーマルスビード ) 

  ベージ 2    ( )S スイッチトスピード Ⅲ tched  Speed 
ド - ジ 3", 。 ( 。 ， <X') 

1 ～Ⅰ 0 

DES( デスティネーション ) 
  ぺージ 4   

0 肝 ,SPD 

パラメーター 2 

EQ( イ コライザ一 ) 
Ⅰ～ 10 

）
）
 
d
 

 
 

 
 
コ
 C
 

 
 
T
L
 

C
 

  
パラメーター 3 

Rot( 丘 コータ一 ) 
0 ・ 1 ～Ⅵ (H め 

R は ( ロータ一 ) 
0 ， ] ～ I Ⅸ H, め 

パ ラメーター 4 

Hrn  ( ホーン ) 
001 ～Ⅰ 0(Hz) 

Hrn( ホ一，ノ ) 
0 ・ 1 ～ 10(Hz) 

Sweep Ⅲ me( スウィープタイム )       
1 ベージⅡ   
の Hrn     ノーマル時の 高音スピーカ 一の回転スピードを 設定します。 

1 ぺ一、 ジ 2] 
ドの 設定画面であ ることを表します。   : 切り甘え時の 高音スピーカ 一の回転スピードを 設定します。 

1 ぺ一、 ジ 3] 

  

の LVL : エフェクトの 出力レベルを 設定します。 

[ ぺ一，ジ 4] 
① D 騰     このエフェクトタイプでは、 モジュレーションの デ スティネーションはスビード 切り替えに固定さ 

れています。 このパラメーターを "SPD" に設定した場合のみ、 外部からスビード 切り替えること 

① s 爪印 Time      が スピードが完全に モ 打首 ヒ になります。 切り替わるまでの 時間を投 宜 します。 伍が大きいほどゆっくり 変化します。 

、 ジ 2 で設定された 回転スピードに 切り替わります ( 完全に切り替わるまでの 時間は 、 ぺージ 4 のパラメーター③ 

  

■エフエクト モ ・ジユール 9  : リバ コフ 町 REV] 
6% 頽の ディ。 イ / リバープ系 エ フェクトが用意されています。 

l リバ一力 1 甜 Ⅱ 

 
 

ホールタイプのリバープ。 ストリンバスなどのサウンドに 広がり感を与えるのに 最適です。 

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

PDlC プリディレイ ) COL( カラ一 ) MIX( ミックスレベル ) 
ぺ一、 ジ Ⅰ RvT( リバープタイム 0 し 5 ～Ⅰ ) 0(S) 0 ～Ⅰ 冊 (ms) Ⅰ～ 5 0 ～Ⅰ㏄， wet 

DES( デスティネーション ) CTrL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) SRCM インプソ ト ソース ) 
ぺージ 2 C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

RvT,@CoL,@MIX,@INP NT#,@NTv ・ Alt,@Bnd Ⅰ㎝～ +1 ㎝ ( 幼 ) 1, Ⅰ +2,2 
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[ ぺ一、 ジ 2] 

  

      片 。 援レノ       

リバープのパラメーター 

 
 

リバーフ   2  [RV2] 
 
 

リバープ 1 よ り 残 牲の密度が濃 い リバープです。 バ ーかソ シ フ なサウンドに 向いています。 

パラメーターⅠ バ ラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ一、 ジ Ⅰ RvT( リバープタイム ) PDlC プリディレイ ) SIZ  ( サイズ ) MIX( ミックスレベル ) 
0 玉～ 10(5) 0 ～ 100  (ms) 1 ～ 5 0 ～Ⅰ㎝， wet 

DES( デスティネーション )  CTL( コントロールソース )  RATIO( レシオ ) 
ぺージ 2 

SRCM インプットソース ) 
C01 ～ 31(6,7 を除く ) 

RvT,@MIX,@INP.@HLD NT# ， NTv,@Aft ， Bnd Ⅱ㎝～ +1 ㎝ (%) Ⅰ .1+2,2 

[ ぺ一、 ジ 1 ] 
① 休だ : リバープの残片時間を 設定します。 
② P 川 : 残 Ⅰが始まるまでのプリディレイタイムを 設定します。 
③ S ℡ : シミュレートする 部屋のサイズを 設定します。 億が大きくなるほど 部屋のサイズも 広くなります。 
① MIX : エフェクト昔のミックス 且を設定します。 "wel" に設定すると、 ダイレクト昔がカットされます。 

( ぺージ 2] 
① D 雙 : "@P" を選ぶと、 リバーブへの 人力レベルをリアルタイムモジュレーションでコントロールできます。 

"H 旺 lD" を選ぶと、 リバーブ昔をホールド 状態にする「無限リバーブ」効果が 得られます [ "H Ⅰ D" はカラー 
が "5" のときのみ有効 ) 。 この場合レシ オ に関係なくコントロールチェンジのバリューが㏄ 以下から㏄以上 

の sRc      になった時点でホールドを リバーブモジュールに 入力されるソース 開始し、 63 以下に下がつたときに ( エフェクトモジュール 止まります。 ) を選択します。 三 FFl 、 EF Ⅰ 2 、 またはその 雨 
方が選べます。 ただし、 巨 F 円 と三Ⅰ F2 がパラレル接続になっているときのみ 有効です。 

ょ如 
カラーを "5" 、 デスティネーションを "HLD" に設定し、 コントロールチェンジナンバーをフットコントロ 
一 ラー 805C@ のぺ ダルスイッチャシンセサイサ 一のサスティンペダルに 合わせれば、 ペダルを踏むだけで「 無 
眼 リバーブ」のオン / オフがコントロールできます。 

l アーリーリフレクション l[ERl 
  

リバープよりも 初期 反 特に主点を世いたシミュレートをするエフェクトです。 昔のタイト感を 失なれ 々  に 空 
間的 広がりを表現できます。 減衰部分はリバープよりも 粗くなります。 

パ ラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

ぺ ー ジ ]  RmS( ルームサイズ ) PDlC プリディレイ ) Ⅲ C( ハイカット ) MIX( ミックスレベル ) 
Ⅰ～ 100 0 ～ 100  (ms) 0 ～ 10 0 ～ 1 ㎝， wet 

DES( デスティネーション )  CT し ( コントロールソース ) RATIO( レシオ ) SRCM インプットソース ) 
ぺージ 2 C ㎝～ 31(6.7 を除く ) 

RmS ， MIX ・ INP NT 鞍 ， NTv,A れ ， Rnd 1,1+2,2 
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アーリーリフレクション 2lER2] 

ランダムパターンの ァ -- リーリフレクションです ， 

  パラメーター「   パラメーター 2   パラメーター 3   パ ラメーター 4   

ぺ ー ジⅠ   RmSo ルームサイズ ) Ⅰ～ 1 ㎝   PDl( プリディレイ 0 ～ ) l Ⅶ ms)   ENV( エンベロープ -10 ) ～ +10   MIX( ミックスレベル 0 ～Ⅰ㎝， ) wet   
DES( デスティネーション ) CTL( コントロールソース ) 

ベージ 2 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 
RmS,ENV,N 住 X,INP NT# ， NTv,@Aft,@Bnd 

RATIO( レシオ ) SRCM インプットソース ) 

Ⅰ ， Ⅰ +2,2 
      

[ ベージ 1 ] 
ORmS : シミュレートする 部屋のサイズを 設定します， 
⑦ P 川 : 仮初の反Ⅰが 始まるまでのプリディレイタイムを 設定します。 
③ ENV : リバープ昔の エン ベロープをさまざまな 形に投 宜 できます。 
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  パラメーターⅠ   パラメーター 2 

INTM インターバル )   -10 ～ +  10 

ぺージ 2   HlC( ハイカット ) 
0 ～ 10   MIX( ミックスレベル 0 ～ 1 ㎝， ) wet 

DES( デステイネーション ) CTTL 「コントロールソース ) 
ぺージ 3 C Ⅲ～ 3](6.7 を除く ) 

INT,PTN,SLO,MIX,INP NT#,@NTv,@Aft,@Bnd 

パラメーター 3   パラメーター 4 

打 N( パターン ) 
L@ ナ R,L 卜 R,L.R,P.P   SLO  ( スロープ ) ・ 10 ～ +10 

  SRC  ( インプットソース 1,1+2.2 ) 

RATT0  ( レシオ ) 

Ⅱ㎝～ 十 ] ㎝ (%)   
[ ぺ ー ジ ]] 
① TIM  : 戒杖タップのディレイタイムです。 l0ms のショートディレイから㏄ Oms のロングディレイまで 設定できます。 
の [NTr : タップの間隔を 設定します。 "0" ( ゼロ ) のときに均等、 プラス側でタップの 間 円 がだんだん長くなり、 マイ 

ナス側で短くなります。 
③ 円刊 : タップディレイが 流れる方向を 設立します。 " 」 づ R" とⅠ～ R" では片方向に 、 。 L-R" では右から左へ、 

左から右へと 連続的にディレイ 昔が流れます。 また "p-p" を選ぶとディレイ 昔が左端または 右端から交互に 
Ⅰこえるピンボン 効果が得られます。 

の SL 刀 : ディレイ昔のクレッシェンに、 デクレッシェンドを 投足します。 
[ ぺージ 2] 
① H に : ディレイ舌の 高 坦 をか ソト する ユ を設定します。 

Direct   '" 血 
士 ル 

Delay D 目 "y 
        

w""",0 Tlm 打ち Ⅲ " 計 '0 T 而 Ⅰ 

D テ Ⅰ。 。 ' "" 古 
セ D 田 (y ル 焼 l"y 
        

" の "",0 T ⅡⅡⅠ   " の "", 。 Ⅰ m せ 

マルチタップディレイのパラメーター 
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ピンポンディレイ [PPD) 

ディレイ昔が 左右に交互に 流れる、 キ ミックなディレイです。 

  

パラメーターⅠ パラメーター 2 パラメーター 3 パラメーター 4 

(ms) R.B0 フイードバ・ソク ) Ⅲ D( ハイダンプ ) 
ぺ一、 ジ Ⅰ TIM4  ( タイム ) 0 ～㏄ (X  Ⅰ Oms) 0 ・ 0 ～ 9.g(X  lms) 0 ～ 免 0 ～の 

SRCM インプソ ト ソース ) 
ぺージ 2  M Ⅸ ( ミックスレベル 0 ～ 1 ) ㏄， wet Ⅰ ， Ⅰ +2,2 

DES( デスティネーション ) CTrL( コントロールソース )  RA Ⅱ 0( レシオ ) 
ぺ一、 ジ 3 C01 ～ 31(6.7 を除く ) 

F ・ B ， MIX ， INP ， TIM NT#, れ Tv,A れ ， nnd ， 1 ㎝～ +1 ㎝ (%  ),Tap 
  

[ ベージ 1 ) 
① TIM  ディレイタイムを l0ms 単位で設定します。 
② (fn 吋 : ディレイタイムを 0.Ims 単位で設定します つ 

  
([ ③ ぺ一、 RATIO:  ジ 3] デ スティ ネ シ ン が " 刊 M" のときに "Tap" が表示されます。 

朋 ワ に シ 合わせてディレイタイムを オ を 町 ap' 設定できま 刊 8050 の辞しい使用方法はそちらのマニュアルをご 互 くださ   し                   
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9050 をラック ヘ マウントする 

①
 

②
 

    

ⅠⅠ 

③
 

  
① 9050 本体に取りつけてあ る左右 2 本 つ つの ネ、 ジ をいったん取りはずし 
ます。 

②はずした きジ を利用して、 付 屈 め ラックマウント 金具を本体の 左右に 

それぞれ取りつけます。 

③ 付肚 の丸キジでラックに 取りつけます。 

このラックマウント 金見 HB0l は 卯 50S に 竹 反しています。 オプションと．しても 用意されています。 

44  %0 をラック ヘ マウントする 



アウトプット 

外部ループ 

ディスプレイ 

コントロール 端子 

電源 

外形寸法 

  吏Ⅰ 

エフェクト・プロクラム 
パッチ・メモリー 

A/D 変換 

D/A 変技 

インプット 

55 種類 (9 モジュー 何 

的 X2 バンク 目 98( プロバラマブル ノ リコール 可 ) 

直線 16b れ 何倍オーバーサンプリンバ 

直納 6b れ 

フロント ( 川 -Z) フォーン / モノ Xl (-10 ～ -40d 田 m7470km) 

リア フォーン / モノ Xl (-10 ～ こ 40dBm/l ㏄ kn) 

奨 フロント任免 

ライン フォーン / モノ x2 (-10( 田 m) 

ヘッドフォーン フォー ，ノ / ステレオ Xl 

センド フォーン / モノ Xl (.l0dBm) 
リターン フォーン / モノ xl (-l0c 田 m) 

， Z.0 文字 X24 千 VFD 

MIDI インⅠアウト、 リモートイン 

DCgVlA(AC アダプター A ㏄㎝ 2. 付属 ) 

220(W)X187(D)X46(H)mm 

1.2k 珪 
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1.TRANSMITTED@ DATA 

" 。 ' 咀 ""'" " 。 ' 。 ' 旺 "'" 。 。 ' 

STATUS SECOND THIRD 

  

I
O
N
 

D
E
S
C
R
I
P
T
 

  

Ⅰ 0l エ nnnn Occc cccc Ovvv vvvv CONTROL CHANGE 

                  COnt 「 Ol NO   

                  COn たて Ol Val 甘 e 

ⅠⅠ 00  n 且れ n  Op Ⅱ 叩コ PPPP                 PaoG 鯨 "             
ppp  pp つ ip  @  Proq て ca 巾 N ㎝ ber 

NmE: 

  nnnn - MIDI Channel Number ( 0000 - 1111 ) 

These                                             ⅠⅡ R 臼 @o こ e  Ⅱ ode  o ⅡⅠ y   

2.RECOGNIZED@ DATA   
STATUS SECOND T 田 RD DE5CRI Ⅰ TION 

1001@ nnnn Ovvv vvvv 0 お X Ⅹ X Ⅹ XX NOT ド Ⅰ ON 

Ox Ⅹ ]x ⅩⅩⅩⅩ Ovvv vvvv Ⅱ OTE     ON 

Ⅴ V Ⅴ VV Ⅴ V  @  Re む @  し i Ⅱ モ                                               
xxx x Ⅹ xx りエ L% be lgno 亡 ed   

Ⅰ 011  いれⅡ 且 OcCiC  cccC  U ⅤⅤⅤⅤⅤⅤⅤ 。 ㎝ TROL  C 朋 NG ヒ 
                    COn 二丁 Ol NO   t1-5.8 一 31) 

vvv vvvv : Real ti Ⅲ e m り dulatLon con Ⅰ て ol Va エ ue 

0000 0000 Ohhh hhhh MSB of 巳 anK Selec Ⅰ 

hhh hhhh : MsB of Ban 化 No. 

0010@ 0000 0111  1111 LSB of Bank Select 

Ill@ 1111@ :@ LSB@ of@ Bank@ No   

0000 011l 0vvv vvvv Ⅱ aste ど 0u 亡 pU ニ エヌ ヨ vel 

VVV  VVVV  :  L ア eVe ヱ 

0100 0110 Ovvv vvvv Compressor 

vvv vvvv : Comp Module ON/OFF (See NOTE 1) 

0100  1000 Ovvv vvvv DiS Ⅰ O 「 tlon 

vvv@ uvvv     DlST Ⅱ Odule ON/oF Ⅰ (See NOTE 1) 

0100@ 1001 Ovvv vvvv じ qU る Ⅰ i Ⅰ e て   

Vw  VVVV  @  巳 0  Ⅱ。 づ ule  ㎝ /OfF  (See  NOTE  l) 

0100 1010  0 り Ⅴ V Ⅴ V ⅤⅤ ㎞ p                     
"v"  """"  @  W  № dule  ON/OFF  (See  NOTE  Ⅰ ) 

0100@ 1011 Ovvv vvvv E ⅠⅠ ec 亡 l 

vvv vvvv : EFFl Module ON/OFF (See NOTrE l) 

0100@ 1100 Ovvv vvvv E ⅠⅠ ec 亡 2 

vvv vvvv : 巳 FF2 Module ON/OFF lSee NOTrE l) 

0100@ 1101 Qvvv vvvv Reverb 

vvv@ vvvv     RRV Module ON/OFF (See NOTE 1) 

0100  1 Ⅰ 10  0 Ⅴ lV ⅤⅤ VV Ⅴ S 睦 CA る l                 
vvv@ vvvv@ :@ SFX@ Module@ ON/OFF@ (See@ NOT@@ 1) 

0100 ⅠⅠⅠⅠ Ovvv vvvv 2NH 

                  ZNR Module ON/OFF (See NOTE Ⅱ 

0101  0000  0v ⅤⅤⅠ wV  Ⅲ』 TE 

                  MUTE ON/<O Ⅰ F (See NOTE 2) 

0101@ 1011@ Ovvv@ vvvv@ All@ bypass 

                  Bypass ON/OFF (See NOTE 3) 

ⅠⅠ 00  nnmnn  op 曲 ㏄㏄                 PROGRAM@ CHANGE 

ppp@ pppp                   Number (See NOTE 4) 

エ 10 Ⅰ n け Ⅱ n  o Ⅴ ww  ww  ---@  - 一一 CHANNEL PRESSURE/AFTER T 叩 CH 
vvv vvvv : Real tlme ㏄ dula に ion con こて ol Value 

1110@ nnnn@ Ovvv@ vvvv@ Oxxx@ xxxx@ PITCH@ BENDER@ CHANGE 

Ⅴ v Ⅴ vVV Ⅴ :  Re ヨ ll  t Ⅰ 忙                     Ⅰ @0 れ亡 r0t           
ⅩⅩ 笘 ⅩⅩ x Ⅹ り ill  be               

46  脚Ⅱ @l インプリメンテーション 

  



は 0 Ⅱ : 
*  nnnn  -  M エ DI  Channel  Number  @  0000  一 Ⅰ 111  @ 

Ⅰ・ 巳亡 feeL  mo 姦 mle  ON/O Ⅱ F  「 u 悪 c 亡 ion  is  a Ⅰ w 打 y 兵亡 eco Ⅰ ni/.e け in  BASIC  Channel. 

け rhen va エ ue vvvvvvv ls 0. 巾 odu Ⅰ e ls ⅠⅠ 丘 ned o Ⅰ 上   
When va 士 ue vvvvvvv ls 127. module Ⅰ s 亡 u て ned on. 

2. MUTE fun,ctlon ぇ s always recogn 九 zed ln BASlC Channel   

When@ value@ vvvvvvv@ Is     Ⅱ U7E エ S tU て ned O 正て   

回 hen                         is  127.  MUTE  土 s  亡じてⅡ㏄ on   

3.  By 脾 ss                    エ S             reC0 卵元ぬ㎞ 朗 5Ic                 
け he れ                         is  0.  Bypass  is             o にⅠ   

When va Ⅰ ue vvvvvvv ls 127. Bypass ls tu Ⅰ ned on. 

4. ス ela ニエ ons 且 lp be 七 ween HID Ⅰ P て oqram No. and Patch No. ls asslg 且凄 b Ⅰ e. 

3.SYSTEH  EXCl 月 SIVE  Ⅱ 且 SSAG 目 

A エ l  Sys Ⅰ Iem                                     る亡 e  グ ecog れ I ヱ ed  ⅠⅡ BU@ ぷ LOAD  HE 村り 。 Ⅱ ly   

    Ident Ⅰ ty Reques モ 

BYT 巳 D 巳 5CRIPTION   
  

工 ⅠⅠ 1 0000 ExC 土り S Ⅰ Ve S 亡 ． a 亡 US 

0 ユ Ⅰ 1 1 Ⅰ 10 Un Ⅰ「 ve Ⅰ sa     SyS ニ Bln Lx じ士 Llslv 臼 Na Ⅱ一はⅠ み l T*me Ⅱ G 宕 de て 

Onnn@ nnnn Channel                             : ㍉ コ nnCJ OOH-OFH or 7FH (Se り NOTE エ ) 

0000@ 0110 Ge れ me Ⅰ lal Jn 亡 o Ⅰ rm テ tlon (Sub-ID 冊 l @ 

  

OOCO@ 0001 Iden こ i こ y 良 e 臼 uRSL (SUD-         Ⅰ ?) 

Ⅰ 111 0111 巳 Ox 

NOTT じ     

  且 eCog れ Ⅰ Zed On Ⅰ y   

Ⅰ． 肘 hen  亡 hiS               lS                   u 土亡 h               N0.  7 Ⅰ h,  it  sho じ ld  ㎏                                   
any Ch みハ Ⅱ 色 Ⅰ   Then. IcenLi ニ y Rep Ⅰ y Hess 已 qe ls こ ransml ヒヒ e 』 り ヱ th Bas Ⅰ C Channel   

(Rulle  o Ⅰ                     syscem                                   co@Im Ⅰ じ Ⅰ 士 。 巨 ⅠⅠ。 Ⅰ ) 

2) Ⅰ dent エ ty Reply 

BYTE D 巳 Se まエ PTION 

Ⅰ 111 0000 任 xC 上 USiVe S 亡 a 亡 @S 

0111@ 1110                       3y" こ 。 面                                                                   

Onnn@ nnnn Channel n 且ハ n れハ n     channel OOH-Om 

0000@ 0110 General In Ⅰ a 「 m うに lon (Sub-           Ⅰ Ⅰ 1) 

0000@ 0010 lden 亡 i 亡 y Reply fSu わ ー LU Ⅰ 2@ 

0 Ⅰ 0 Ⅰ 00 玉 0  z0 ㎝ エ D  52H 

0000@ 0110 D 巳 lV:C 三 ID 06H ( る 00 れ 90 ヒ 釜 ) 

ocoo@ ooco aese エ @ved o Ⅰ Ⅱ S1 く 0 Ⅰ dev（…u code 

  0000 0000 Rese て lVed of MS は o; Ⅱ 釜 Vl ㏄ n (.O ぬ e 

0000@ 0000 Reserved of MS3 o   づ e Ⅴ lC モ COde 

Osss@ ssss lS 亡 Cha で aC こ e 二 O     Sof 亡り a こ e Re Ⅴ lS*on COde 

Csss@ ssss 2%C C れ a Ⅰ aCte て つて SO     ;ware Revision Code 

Osss@ ssss 3 て a む ha こ ． ac Ⅰ e こ of So 二 % げ a に 釜 Rev エ slo れ Code 

Osss@ ssss 4Ch Ⅰ harac 亡 ier 0 Ⅰ S0 止し ノ d て e は evlslon Coae 

                EOX 

が OTE     
  Ⅰ ど ansm エ Ⅰ 亡 ed   目 hen ldent Ⅰ 亡 y Heq い 0sL Ⅱ ess 甘 lqe is て ecoq れ Ⅰ 乙 ed   

SOf 亡ツ a Ⅰ ne 亡 eV エ slo ハ Cod モ                                       C れ <a 二 。 aC に ie 亡 S ・   
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3)Patch Dump 

BYTE D 巳 ㏄ R Ⅰ PTION 

Ⅰ 1%1  000O  ExCLU5IW  STATUS 

0101@ 0010@ ZOOM@ ID 52H 

Onnn@ nnnn CHANNEL nnn nnn れ     c Ⅱ annel OOH-OFH o て 7F.H (See NOTE l) 

  
0000@ 0110 D 芭 V Ⅰ CE         06H     device No   (ZOOM 9050) 

0010@ 0001@ FUNCTION@ ID 2 ⅠⅡ     Pacch Dump 

0wV Ⅴ w" 

Pa 亡 Ch Da こ a ln E り土 t Bu 百 Ⅰ er (U6byt.es) (See NOTE 2) 
OVVV  VVVV 

1111@ 0111 EOX 

N ㏄ E: 
    Ⅱ hen こ hl5 message エ s て eceived り it 八 channel Na   Ⅰ 百 h. lt, shoul% be て ecoqn ェ ze もり八こ h 

any channel   

    8 一 7 Conversion technique is used while Patch Data Ⅰ s 七丁 anSmi 七七 ed   

4)Patch@ Dump@ Request 

BYT 色 DESCRIPTION 

  

52H 

nnn@ nnnn     c れ vanne Ⅰ OOH-OF;i or フダ H (See NOTE 1) 

06H     deV ュ Ce け O   (ZOOM 9030) 

11H     PaCCh UUmP 又 e Ⅰ ueS し 

ⅠⅠⅠⅠ 0000 5XCl 刀 SIVE STATUS 

0101@ 0010@ ZOOM@ ID 

Onnn@ nnnn CHANN 目 L 

0000  0110 DEVICE ID 

0001@ 0001 FUNCTION ID 

111 Ⅰ 0111 EOX 

NOTE; 

@@ Recognized@ only   

トれ ie れ亡 hls                ヱ s  亡 ecoqnl と田 ， PatCh  D り面 p  トね ssaqe  Ⅰ ll Ⅰ be                           

    When thls messa り e ls rece-ve0 wiLh channel No   ， I 亡 n, l Ⅰ S 且 QU エ Ⅰ bo 「 eCoo れ @zee     Ⅳ i 亡 h 

any@ channel   Then,                                                           しアハ nsmiL Ⅰ． 0 ⅠⅥ i こ Ⅱ l BaSj Ⅰ Ch 円 hnl%ne ヱ   

5) Ⅱ rlte Req Ⅰ lest 

BYT 巳 DESCRIPTION 

1 ヱ 11 0000 EXCLUSIVE STATUS 

0'0' 00'0  zooM"D 52H 

Onnn  nnnn  CHANNEL nnn@ nnnn     channel OOH-OFH or 7FH (See NOTE 1) 

0000  01 Ⅰ 0  D Ⅰ VICE  ID 06H                 No. ㍑㏄Ⅱ 9050l 

0001@ 0010@ FUNCTION@ ID 12H     Ⅱ て ⅠⅠ e Reaues こ 

0000  000b  萌 NK       0 @ A     - 3 

Op 叩 pp 坪 PATCH  No   ppp@ pppp     1 - 99 

1111  0111 EOX 

N ㏄ E, 
  Recognized only   
When@ this@ message@ is@ recognized, 9050 s 二 .Ores 亡 he P とと ch Data in Edi 二 BU Ⅰ 丘 e て 
人口 こ o  P さ Ⅰ Ch  巾 ㎝。 け ・ 

    Ⅱ hen こ h 士 's Ⅲ essa り me Ⅰ s て ece エ @Vec りェ亡 h ch るれ ne] No             it should be recognized with 
any channel   
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                    Pa こ C れヒさ じじ 田 p 

BY で 巳   
工 1%1 0000 E XC ニ Ⅰ る Ⅰ V こ 5 丁 A. Ⅰ 二 il 

0101 20 Ⅰ 0 zoC か 4 1D 。 :21i 

Onnn れ nnn CKAN は EL                         channel OOH-OFH or 7FH (See NOTE l) 

0000@ 0110 DEV エ C 住 ID             aeV エ Ce 村 O   (ZOOM 9050) 

00 Ⅰ 10  00l0  FUNCT Ⅰ ひ Ⅰ Ⅰ じ 22H     All Patches Dump 

Ow Ⅴ VV Ⅴ v 

Ⅰ ho Ⅰ e O ど Pa 亡 bCh つ 6%a in Memo て y (22971bytes> (See NOT@ 2) 
OVVV  VVVV 

11 Ⅰ エ 011 Ⅰ EOX 

N ㏄ 巳 : 
    When this message is received with channel Ⅱ 0   7%n, ユ亡 should be て eco 守 nlzed MlCh 

any channel   

    8 一 7 Conve て s Ⅰ on 亡 echniq り e ヱ s use りり n@ l0 Pa こ ch D 君 La       S Ⅰ て ansmi 亡 Ⅰ ed.   
BY Ⅰ E DESCRIPTION 

ⅠⅠⅠ 1  0000  ExC ㎝ SlVE  STATUS 

。 ' 。 ' 。 。 ' 。 '" 咀 ' 。   

Onnn n 且且 n CHANNEL                             channel OOH-OF"tl 0 「 7 テ "H (See NOTE 1) 

0000 Oil り DEVICE ID 06H     ㏄ eV. Ⅰ Ce ho   (ZOOM 90501 

0001 00l ユ FUNCT Ⅰ oN lD l31i               Pdt く C れ じ UmP れ eqUeS こ 

1111@ 0111 EOX 

NOTE     

  Recognized only   
げ hen  Chis                   エ S                                                       Dump                         セメ e  TranS ⅠⅡ エニ亡 ea   

    円 hen 亡 h Ⅰ s 巾 essaqe エ s Ⅰ eCe 士 Ⅴ eC ノ         自 Ⅰ n み ln れ <el No   7f れ ， i[. shouLd be モ eco 臼 lnized りニ Ch 

any@ channel   T Ⅱ 色 n               ㌢ とこ ⅠⅡ DUmP Ⅱ f@.s 力 りヒ Ⅰ 丘 モ r み れ srn はⅠⅠ e Ⅱ り lL れ日 as ユ C C れる nnel   

8)Sys 亡色 @ da こ ， a Du 斤且 

BYT 三 DESCRIPT Ⅰ noN 

  

Ⅰ 11   0000 し XC ⅠⅠ :U5J ⅤⅠ     57A         じる 

010 Ⅰ 00 Ⅰ D  Z0 ㎝ iD Ⅰ 2!@ 

Onnn@ nnnn CHANNEL れ n Ⅰ                 channe; OOH-OFH or 7FH (See NOTE 1) 

0000@ 0110 DEVlC じ rD 06H                     No. (2 ㏄Ⅱ 9050} 

0010  0010  Ⅰ UN ㏄ エ 。 が ID                 System aaca Dump 

OVVV  VVVV 

SyS 亡 <e 巾 da Ⅰ こ (151 Ⅰ む y 亡 <oS@ (NO.               
Ovvv@ vvvv 

Ⅰ 111 01 ⅠⅠ 且 Ox 

NOT 巳     

      ば hen 亡 hi@S               上 s グ 0c0       veo ノ         これ Cn 打 つズ el NO. Ⅰ fhl i こ shoul 口 Oe こ eCoqni. と e ロア i 亡 h 
any@ cnannei     

                        D り巾   D  I れ (                                                                                     ch"nnell ㎝ 佃 '                                           
Tab Ⅰ e ano P 正 Oq 亡且 Ⅲ ピ h Ⅰ れ qC 口   Oa せ   
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B Ⅴ - 巨   
      ・ 11 CCOO 呂 Ⅹ CLUS ⅠⅤ E STATUS 

0101  00lo  ZO ㎝ ID 52H 

Onnn@ nnnn CHANNEL nnn@ nnnn     e Ⅱ る n れ e   OOH-O ア H 0 丘 7F ド (See NOTE I) 
  

0000 0110 DEVICE ID 06H     aevice No   (ZOOM 90is0) 

0001@ 0011@ FUNCTION@ ID Ⅰ 6H     Sys 亡 em ur)r ゐ Dump は eq り es     

Ⅰ 1%1  0 Ⅰ ll  EOX 

N ㎝ E: 
  Recognized only   
When@ this@ message@ is@ recognized, System data Dump Message will ヒ e T て la れ亡 爪エ ニ Ⅱ ed   

    When 七 h 土 s 田 essaqe is 百 ece 土 ved Ⅰ 土亡 h cha れ ne 士 No   7% Ⅱ， ュこ shou 上ロ も e 亡 ec コ lqrut こ e Ⅰ り Ⅰ亡八 

any                             sysCem  D る 。 a  D 笘 mp                                                 り -th  ぬ s-c  Channel   

Ⅰ 0)commu ひ ⅡⅠ。 る亡 10 血               

BYTE DESCRIPTION 

Ⅰ 工 Ⅰ 1 0000 EXCLUSIVE STATUS 

0101@ 0010@ ZOOM@ ID 52H 

Onnn@ nnnn CHA ね lNE し nnn@ nnnn     channel OOH-OFH or ， 7FH (See NOT 呂 Ⅰ ) 

0000  0110 DEVIC 巳 ID 06H     device No   (ZOOM 9050) 

0001 01ll FUNCTioN lD ⅠⅠ H - C0 憶 ⅡⅠ れ lC る亡ヱ。 血                 

エ ⅠⅠⅠ 01 ⅠⅠ EOX 

れ ㏄ E: 

    When this message Is received on channel ・ No     /fh           sno             Ⅰ bo ァ e りつ のⅡ iZCd On 
any@ channel   

吋 hen ヒ hlls mess き %e ls て eco(l Ⅱ lx.edI Compn（・ (TICS         @ Ⅰ (@C Wl l             t てみ Ⅱ .sml ご l. ぼ lj   

Ⅰ l)Comple Ⅰ led 

BYTE DESCCRIPTlDoN 

1111@ 0000 EXCLUSIVE STATUS 

0 Ⅰ 01 0010 1ooMl ID 52H 

Onnn@ nnnn@ CHANNEL nnn nn 且れ     channel OOH-OFH 

0000@ 0110 DEVInC ビ エ D 06H                   れ 0 ． は。 ㎝ 90 コ 釦 

000I  O1OO  FUNCTI ㎝ ID 14H     COm ロ上 e じ l(2d 

1111  0111 EOX 

N0TE     
@@ This               is i ， ransmitt ． ed when                   D Ⅱ㎎ i"                                                     

            op モ Ⅰ こ こ 土 on  ユ s                   Ⅰ O ブ r                                                   co@uU Ⅰ じ田 Ⅰ。 套モ -o う               

ls accepted. 
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  8-7 Conversion 

To transmlE. 8blt- 町 te data in MID: Sys 臼 . anX, data 時 @tes should ㎏ l7bi Ⅰ 一 by[e           

                      0 ひモ b ⅠⅠ 7( Ⅱ SB@  Ⅰ て ㎝                         o Ⅰ           and  bLull こて byce  d さ亡 a  aC Ⅰ ach 土 nq  MSB50   
Then  send  亡 h Ⅰ 5  牡も e  亡士て s 七 .  and  send  ]s こ 一フ 亡 h  da こ a                 Ⅱ SB             8 bytes are 

C 切れ b 血色 d f ⅡⅠ block. (FIq.l] 

I 亡 s 亡て eamm  O 五 da も la  ts  less  こ han  i  も y モ <es.             by 亡 ・ es  4  1  り士 1l  ㎏ a  size  of  亡 he  5lock.( Ⅰ l9.2) 

Fig,1 

AAAAaaaa@ BBBBbbbb@ CCCCcccc@ DDDDdddd@ EEEEeeee@ FFFFffff@ GGGGgqgg 

I 

OGFEOCBA@ OAAAaaaa@ OBBBbbbb@ OCCCcccc@ ODODdddd@ OF ， EEeecc@ OFFfiftf@ OCRGqqqq 

Fig.2 
AAAAaaaa BBBBbbbb CCCCcccc 

1 

OOOOOCBA OAAAaaaa OBBBbbbb OCCCcccc 
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[Advanced Instrument Effects Processor] 
Model@ 9050 MIDI@ Implementation@ Chart 
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Real  time  modulation 
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Real time modulation 
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Real time modulation  
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Aux  I  Local  ON/OFF 
I  All  Notes  OFF 

Mes-@ I@ Active@ Sense 
sages   Reset 
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Notes 

Mode       ONNI  ON. POLY 

Node       OMNI  OFF, POLY 
Mode  2  :  OMNI  ON.  MONO       Yes 

Mode  3  :  OMNI  OFF.  MONO x  :  No 
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